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(57)【要約】
【課題】ある周波数および他のシステム上で、ＨＮＢを
検出し、それらに関する測定をＷＴＲＵに実行させる方
法およびネットワークエンティティを提供する。
【解決手段】ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に
おいて実行される、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ－ＢまたはＨｏ
ｍｅ　（ｅｖｏｌｖｅｄ）Ｎｏｄｅ－Ｂ（ＨＮＢ）を検
出する方法は、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのク
ローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤがあるＨＮＢセ
ルの近傍域にＷＴＲＵが入ったことを、自律サーチ機能
に基づいて、ＷＴＲＵが検出することと、ＷＴＲＵがＨ
ＮＢセルの近傍域に入ったという表示をＷＴＲＵがネッ
トワークエンティティに送信することであって、表示は
、ＨＮＢセルの周波数およびＨＮＢセルの無線アクセス
技術（ＲＡＴ）を含む、ことと、ＷＴＲＵが測定構成メ
ッセージを受信することと、測定構成メッセージに応答
して測定を実行することを備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において実行される、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ－Ｂ
またはＨｏｍｅ　（ｅｖｏｌｖｅｄ）Ｎｏｄｅ－Ｂ（ＨＮＢ）を検出する方法であって、
　前記ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤが
あるＨＮＢセルの近傍域に前記ＷＴＲＵが入ったことを、自律サーチ機能に基づいて、前
記ＷＴＲＵが検出することと、
　前記ＷＴＲＵが前記ＨＮＢセルの近傍域に入ったという表示を前記ＷＴＲＵがネットワ
ークエンティティに送信することであって、前記表示は、前記ＨＮＢセルの周波数および
前記ＨＮＢセルの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を含む、ことと、
　前記ＷＴＲＵが測定構成メッセージを受信することと、
　前記測定構成メッセージに応答して測定を実行することと
　を備える方法。
【請求項２】
　自律サーチ機能に基づいて前記検出することは、前記ＨＮＢセルとの前の遭遇に基づい
て前記ＨＮＢの前記近傍域を検出することを含む、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記測定構成メッセージは、前記周波数および前記ＲＡＴ上で前記ＨＮＢセルのプライ
マリスクランブリングコード（ＰＳＣ）または物理セルＩＤ（ＰＣＩ）の一つを検出する
ために使用される、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記ＷＴＲＵは、圧縮モードまたは測定ギャップの一つで前記周波数または前記ＲＡＴ
を測定するように構成される、請求項３の方法。
【請求項５】
　前記測定構成メッセージは、イントラ周波数測定、インター周波数測定、またはインタ
ーＲＡＴ測定の１つであることができる、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記表示は、報告をトリガした前記ＨＮＢセルのセルＩＤを含む、請求項１の方法。
【請求項７】
　ＨＮＢセル検出のサポートを前記周波数およびＲＡＴ上でシグナリングすることをさら
に備える、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記ＲＡＴのための構成を受信することであって、前記構成は、前記ＷＴＲＵが前記Ｈ
ＮＢセルの近接に入るまたはそこから出ることを条件に、近接検出と、近接検出に応答し
た報告の送信／受信とを可能にする、ことをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記ＷＴＲＵの前記ホワイトリスト内にそれのＣＳＧ　ＩＤがある前記ＨＮＢセルの前
記近傍域から前記ＷＴＲＵが出つつあることを検出すること、および前記ネットワークエ
ンティティに通知することをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項１０】
　測定構成の除去を示す構成を受信することをさらに備える、請求項９の方法。
【請求項１１】
　前記ＷＴＲＵは、一定の期間中にある回数よりも多く前記表示を送信することを許可さ
れない、請求項１の方法。
【請求項１２】
　Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ－ＢまたはＨｏｍｅ　（ｅｖｏｌｖｅｄ）Ｎｏｄｅ－Ｂ（ＨＮＢ）
を検出するワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと通信する受信機と、
　前記ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤが
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あるＨＮＢセルの近傍域に前記ＷＴＲＵが入ったことを、自律サーチ機能に基づいて、検
出するように構成された前記プロセッサおよび受信機と、
　前記プロセッサと通信する送信機と、
　前記ＷＴＲＵが前記ＨＮＢセルの近傍域に入ったという表示をネットワークエンティテ
ィに送信するように構成された前記送信機であって、前記表示は、前記ＨＮＢセルの周波
数および前記ＨＮＢセルの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を含む、前記送信機と、
　測定構成メッセージを受信するように構成された前記受信機と、
　前記測定構成メッセージに応答して測定を実行するように構成された前記プロセッサと
　を備えたＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記自律サーチ機能は、前記ＷＴＲＵが前記ＨＮＢセルとの前の遭遇に基づいて前記Ｈ
ＮＢの前記近傍域を検出できるようにする、請求項１２のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記測定構成メッセージは、前記周波数および前記ＲＡＴ上で前記ＨＮＢセルのプライ
マリスクランブリングコード（ＰＳＣ）または物理セルＩＤ（ＰＣＩ）の一つを検出する
ために使用される、請求項１２のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、圧縮モードまたは測定ギャップの一つで前記周波数または前記ＲＡ
Ｔを測定するようにさらに構成される、請求項１４のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記測定構成メッセージは、イントラ周波数測定、インター周波数測定、またはインタ
ーＲＡＴ測定の１つであることができる、請求項１２のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記表示は、報告をトリガした前記ＨＮＢセルのセルＩＤを含む、請求項１２のＷＴＲ
Ｕ。
【請求項１８】
　前記送信機は、ＨＮＢセル検出のサポートを前記周波数およびＲＡＴ上でシグナルする
ようにさらに構成される、請求項１２のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記受信機は、前記ＲＡＴのための構成を受信するようにさらに構成され、前記構成は
、前記ＷＴＲＵが前記ＨＮＢセルの近接に入るまたはそこから出ることを条件に、近接検
出と、近接検出に応答した報告の送信／受信とを可能にする、請求項１２のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記プロセッサおよび受信機は、前記ＷＴＲＵの前記ホワイトリスト内にそれのＣＳＧ
　ＩＤがある前記ＨＮＢセルの前記近傍域から前記ＷＴＲＵが出つつあることを検出する
ようにさらに構成され、
　前記送信機は、前記ネットワークエンティティに通知するようにさらに構成される、
　請求項１２のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記受信機は、測定構成の除去を示す構成を受信するようにさらに構成される、請求項
２０のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記送信機は、一定の期間中にある回数よりも多く前記表示を送信しないようにさらに
構成される、請求項１２のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ワイヤレス通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications System）用のホームノードＢ（ＨＮ
Ｂ）およびＬＴＥ（Long Term Evolution）用の進化型ホームノードＢ（ＨｅＮＢ）（一
括して「ホームノードＢ」（ＨＮＢ）と呼ばれる）が、例えば、セルラカバレッジおよび
全体的なシステムスループットを増加させるために、３ＧＰＰ（第３世代パートナシップ
プロジェクト）規格のリリース８において導入された。ＨＮＢは、個人宅、小規模オフィ
ス、およびコーヒーショップなど、きわめて狭いサービスエリア（またはセル）において
、ＵＭＴＳサービスおよび／またはＬＴＥサービスへのアクセスを提供する、（例えば、
ＷＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネットワーク）のＡＰ（アクセスポイント）に類似
した）物理的デバイスである。範囲内のワイヤレスデバイスによって一般にアクセス可能
なＷＬＡＮ　ＡＰとは対照的に、ＨＮＢへのアクセスは、クローズド加入者グループ（Ｃ
ＳＧ：closed subscriber group）と呼ばれる、より小さくより選択的なユーザのグルー
プに制限することができる。しかし、ＷＬＡＮ　ＡＰと同様に、ＨＮＢは、ユーザのワイ
ヤレスデバイスをＨＮＢ事業者のコアネットワークに接続する。ＨＮＢの場合、接続は、
例えば、インターネット接続（例えば、ＤＳＬ（デジタル加入者回線））を使用して、確
立することができる。例えば、コーヒーショップの店主（または加入者）は、自分の店に
ＨＮＢを配備することを選択して、配備しない場合に店内で利用可能であり得るよりも強
力なワイヤレス接続を常連客（この例におけるＣＳＧ）に提供することができる。狭いサ
ービスエリアにおいて使用されるせいで、ＨＮＢは、密に配備され、したがって、１つま
たは複数のマクロノードＢのカバレッジエリア内に配置されることがある。
【０００３】
　ネットワークノード間でのハンドオーバ（ＨＯ）など、ワイヤレスデバイスまたはＷＴ
ＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）のためのある機能を可能にするために、ＷＴＲＵが、
例えば、他の周波数または他のシステム上で測定を実行することが必要なことがある。こ
れらの測定を実行するために、ＷＴＲＵは、ギャップを必要とすることがある。
【０００４】
　インター周波数測定報告規則は、マクロセル周波数の品質がまだ許容可能であっても、
ＷＴＲＵがマクロセル周波数からＨＮＢ周波数にハンドオーバしたほうが好ましいことの
あるシナリオに対応していない。ＷＴＲＵが１つまたは複数のセルの境界におり、別の周
波数にハンドオーバする必要がある場合、ネットワークは、一般に、他の周波数を測定す
るために、ギャップを伴う圧縮モード（compressed mode）用にＷＴＲＵを構成する。
【０００５】
　インター周波数測定報告規則は、ＨＮＢにはめったに適用されず、ＨＮＢは、（上述し
たように）マクロセルカバレッジエリア内のどこかに所在する、例えば、個人宅に配備さ
れることがある。それにも係わらず、ユーザは、サービングマクロセルの周波数の品質が
所定の閾値を上回っていても、マクロセルからＨＮＢにハンドオーバするほうを好むこと
がある。ＷＴＲＵをマクロセルからＨＮＢにハンドオーバするために、ネットワークは、
他の周波数上でＨＮＢの（ＵＭＴＳ　ＨＮＢに適用可能な）プライマリスクランブリング
コード（ＰＳＣ：primary scrambling code）または（ＬＴＥ　ＨＮＢに適用可能な）物
理セル識別情報（ＰＣＩ：physical cell identity）を検出する目的で、圧縮モード用に
ユーザのＷＴＲＵを構成する必要があることがある。
【発明の概要】
【０００６】
　ＷＴＲＵが、ある周波数および他のシステム上で、ホームノードＢ（ＨＮＢ）および進
化型ホームノードＢ（Ｈ（ｅ）ＮＢ）（一括して「ＨＮＢ」と呼ばれる）を検出し、それ
らに関する測定を実行するための方法および装置が開示される。方法は、少なくとも１つ
の周波数または無線アクセス技術についてターゲットＨＮＢのプライマリスクランブリン
グコード（ＰＳＣ）または物理セル識別情報（ＰＣＩ）を検出および測定するために、ギ
ャップの割り当てを求める要求を含み得る測定構成（measurement configuration）を求
める要求を生成および送信するステップを含むことができる。要求は、ＷＴＲＵがそれに
ついてのフィンガプリント情報を記憶しており、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのク
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ローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤが存在するＨＮＢセルにＷＴＲＵが入ることに応
答したものとすることができる。ＷＴＲＵによって送信される要求は、周波数、フィンガ
プリント情報、セル識別子、および他の類似の情報を含むことができる。加えて、任意の
ギャップを含む測定構成を解放するための方法が説明される。ネットワークは、近傍性／
近接性の報告／要求に応答して、要求された周波数またはＲＡＴを測定するようにＷＴＲ
Ｕを構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　添付図面と併せ、例を用いて行われる以下の説明から詳細な理解を得ることができる。
【０００８】
【図１】ワイヤレス通信システムにおけるホームノードＢ（ＨＮＢ）または進化型ホーム
ノードＢ（Ｈ（ｅ）ＮＢ）（一括してＨＮＢと呼ばれる）の配備の一例の図である。
【図２】図１のシステムと共に使用できるワイヤレス通信システムの例の図である。
【図３】図２のワイヤレス通信システムのＷＴＲＵおよびノードＢの例示的な機能ブロッ
ク図である。
【図４】図１のシステムと共に使用できるワイヤレス通信システムの別の例の図である。
【図５】図４のワイヤレス通信システムのＷＴＲＵおよびノードＢの例示的な機能ブロッ
ク図である。
【図６】図２および図４のワイヤレス通信システムの別のＷＴＲＵの例示的な機能ブロッ
ク図である。
【図７】ＨＮＢのセルにＷＴＲＵが入ることに関する例示的な方法の図である。
【図８】ＨＮＢのセルからＷＴＲＵが出ることに関する例示的な方法の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書で言及する場合、「ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）」という用語は、
限定することなく、ＵＥ（ユーザ機器）、移動局、固定若しくは移動加入者ユニット、ペ
ージャ、セルラ電話、ＰＤＡ（携帯情報端末）、コンピュータ、またはワイヤレス環境で
動作可能な他の任意のタイプのデバイスを含む。また、「基地局」という用語は、限定す
ることなく、ノードＢ、サイトコントローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、またはワイヤ
レス環境で動作可能な他の任意のタイプのインタフェースデバイスを含む。ホームノード
Ｂ（ＨＮＢ）および進化型ホームノードＢ（ＨｅＮＢ）（一括して（ＨＮＢ）と呼ばれる
）は、ＷＴＲＵ、基地局、またはそれらの組み合わせとすることができる。
【００１０】
　ＨＮＢは、より高速なユーザエクスペリエンス、より豊富なアプリケーション、および
より低コストのサービスのために、無線リソースの改善されたスペクトル効率、短縮され
た待ち時間、およびより良い利用を提供しようとする取り組みの一環として、ＬＴＥとＵ
ＭＴＳのそれぞれにおいて導入された。ＨＮＢは、自宅または小規模オフィスなど、きわ
めて狭いサービスエリアにおいて、加入者にネットワークサービスへのアクセスを提供す
る。加入者（例えば、個人または組織）は、そのようなサービスが望まれるエリアにおい
て、ＨＮＢを配備することができる。一般に、ＨＮＢセルは、クローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）ＩＤをブロードキャストする、任意のセルとすることができる。ＨＮＢセルと
は、ＣＳＧセルまたはハイブリッドセルのこととすることができる。ＣＳＧセルとは、セ
ルのサービスを使用する権限をＣＳＧ　ＩＤを介して与えられた加入者のグループだけし
か、ＨＮＢによって提供される無線カバレッジにアクセスできない定義されたエリアのこ
とである。ハイブリッドセルとは、ＨＮＢによって提供される無線カバレッジはＣＳＧ　
ＩＤに対応するが、非メンバのＷＴＲＵによってもアクセス可能な定義されたエリアを有
するセルのことである。ＨＮＢは、オープンまたはマクロ基地局と同じ通信事業者によっ
て配備することができ、専門の通信事業者によって配備することもできる。一般に、マク
ロセルとは、そのエリアにおいては、無線カバレッジが基地局によって提供される（通常
セルまたはオープンセルとも呼ばれる）定義されたエリアのことである。ある状況では、
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マクロセルとは、ＣＳＧセルのこととすることもできる。
【００１１】
　本明細書で使用される用語は、ＵＭＴＳの用語に一般に対応するが、本明細書で説明さ
れる概念は、ＬＴＥなどの他のワイヤレス技術に適用可能である。したがって、例えば、
プライマリスクランブリングコード（ＰＳＣ）という用語が本明細書で使用される場合、
これは、ＬＴＥにおける物理セル識別情報（ＰＣＩ）の同等物と見なすことができる。さ
らに、圧縮モードギャップという用語と測定ギャップという用語は、本明細書では交換可
能に使用され、これ以降、一括して「ギャップ」と呼ばれる。これらの「ギャップ」とは
、少なくとも１つの周波数上および他のシステム上でＷＴＲＵが測定を実行するために必
要とすることがあるギャップのことである。加えて、ギャップは、ＵＭＴＳ用の圧縮モー
ドギャップ、およびＬＴＥ用の測定ギャップに対応することができる。さらにまた、セル
グローバル識別情報（ＣＧＩ：Cell Global Identity）という用語は、セルのシステム情
報に収めてブロードキャストされる、ＬＴＥ　ＣＧＩおよびＵＭＴＳセル識別情報（ＣＩ
：Cell Identity）を指すことができる。
【００１２】
　ネットワークノード間でのハンドオーバ（ＨＯ）など、ワイヤレスデバイスまたはＷＴ
ＲＵのためのある機能を可能にするために、ＷＴＲＵが、ある周波数またはシステム上で
、例えば、セルの測定を実行することが必要なことがある。これらの測定を実行するため
に、ＷＴＲＵは、測定構成を必要とすることがあり、測定構成は、同一または他の周波数
および他のＲＡＴ（無線アクセス技術）における測定を実行する目的で、その間、ＷＴＲ
Ｕがサービングセル上での受信を中断することを許可される時間的なパターンを含むこと
ができる。そのようなパターンは、ＵＭＴＳにおける圧縮モードギャップ、またはＬＴＥ
における測定ギャップに対応することができ、これ以降、「ギャップ」と呼ばれる。
【００１３】
　測定構成は、ハンドオーバ（ＨＯ）目的でネットワークを支援する、インター周波数測
定（inter-frequency measurement）、イントラ周波数測定（intra-frequency measureme
nt）、およびインターＲＡＴ測定（inter-RAT measurement）など、多くの測定タイプを
含むことができる。ＵＭＴＳとＬＴＥの両方とも、これらの測定タイプは、ネットワーク
によって構成され、ＷＴＲＵは、そのようなイベントを用いて構成された場合、ある周波
数またはＲＡＴ（無線アクセス技術）上で測定を行うことができる。場合によっては、少
なくとも１つの周波数またはＲＡＴ上で測定を行うために、ネットワークは、ギャップを
用いてＷＴＲＵを構成しなければならない。ＵＭＴＳおよびＬＴＥ用に３ＧＰＰ規格にお
いて規定された、いくつかのインター周波数測定報告イベントには（単一無線実施を仮定
した場合）、イベント２ａ（「最良周波数の変化」）、イベント２ｂ（「現在使用されて
いる周波数の推定品質が一定の閾値を下回り、使用されていない周波数の推定品質が一定
の閾値を上回る」）、イベント２ｃ（「使用されていない周波数の推定品質が一定の閾値
を上回る」）、イベント２ｄ（「現在使用されている周波数の推定品質が一定の閾値を下
回る」）、イベント２ｅ（「使用されていない周波数の推定品質が一定の閾値を下回る」
）、およびイベント２ｆ（「現在使用されている周波数の推定品質が一定の閾値を上回る
」）がある。これらのイベントについての基準を評価するのに必要とされる測定は、ギャ
ップを用いてＷＴＲＵを構成することを必要とすることがある。
【００１４】
　少なくとも１つの周波数またはＲＡＴ上での測定は、電力を消費することがあり、測定
を行うためにギャップが必要とされる場合には、あるサービスの悪化を招くことがある。
したがって、デフォルトでは、ワイヤレスデバイスは、少なくとも１つの周波数またはＲ
ＡＴ上で測定を行うように構成されないことがある。ネットワークは、現在使用されてい
る周波数の品質が閾値を下回っていることを示す、測定報告（例えば、イベント２Ｄ）の
受信に依存することができる。そのような状況では、ネットワークは、その後、ある周波
数またはＲＡＴ上で測定を行うことを開始するようにＷＴＲＵを構成することができ、さ
らに、ギャップを用いてＷＴＲＵを構成することができる。
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【００１５】
　ＬＴＥの場合、インター周波数測定タイプについて、以下のイベント、すなわち、イベ
ントＡ３（隣接セルがサービングセルよりも良いオフセット量になった）、イベントＡ４
（隣接セルが絶対閾値よりも良くなった）、およびイベントＡ５（サービングセルが絶対
閾値１よりも悪くなり、隣接セルが別の絶対閾値２よりも良くなった）を構成することが
できる。典型的な単一無線実施では、ＷＴＲＵが測定を実行するための最小時間を保証す
るために、一般にギャップを構成することを必要とすることがある。
【００１６】
　既存の測定報告規則は、マクロセル周波数の品質がまだ許容可能であっても、ＷＴＲＵ
がマクロセル周波数からＨＮＢ周波数にハンドオーバしたほうが好ましいことのあるシナ
リオに対応していない。ＷＴＲＵが１つまたは複数のセルの境界におり、別のセル、周波
数、またはＲＡＴにハンドオーバする必要がある場合、ネットワークは、一般に、別の周
波数またはＲＡＴ上で測定を行うようにＷＴＲＵを構成する。ＨＮＢの場合、ネットワー
クは、配備について、またはＷＴＲＵがマクロセルのカバレッジ下にあるＨＮＢに接続す
ることを許可されているかどうかについて知っておらず、少なくとも１つの周波数または
ＲＡＴ上でＨＮＢ測定を実行するために、いつＷＴＲＵを構成すべきか分からないことが
ある。
【００１７】
　本明細書では、ＷＴＲＵが、ＨＮＢを検出し、ＨＮＢに関して周波数またはＲＡＴを測
定し、ギャップを含み得る測定構成を解放することを容易にする、方法および装置が開示
される。方法は、少なくとも１つの周波数またはＲＡＴについてターゲットＨＮＢのＰＳ
ＣまたはＰＣＩを検出および測定するために、ギャップの割り当てを求める要求を含み得
る測定構成を求める要求を生成および送信するステップを含むことができる。要求は、Ｗ
ＴＲＵがそれについてのフィンガプリント情報を記憶しており（すなわち、自律的サーチ
機能）、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤ
が存在するＨＮＢセルの近接域または近傍域にＷＴＲＵが入ることに応答したものとする
ことができる。これは、ＷＴＲＵ固有のフィンガプリント情報を用いて、ＷＴＲＵにおい
て決定することができる。ＷＴＲＵのホワイトリストは、ＷＴＲＵがアクセスすることを
許可され得るＨＮＢのＣＳＧ　ＩＤを含む。ＷＴＲＵによって送信される要求は、周波数
、ＲＡＴ、セル識別子、および他の類似の情報を含むことができる。ネットワークは、そ
の後、近傍性／近接性の報告／要求に応答して、要求された周波数またはＲＡＴを測定す
るようにＷＴＲＵを構成することができる。加えて、ギャップを含む測定構成を解放する
ための方法が説明される。測定構成を解放するよう求める要求は、記憶したフィンガプリ
ント情報に従った（すなわち、自律的サーチ機能）、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれ
のＣＳＧ　ＩＤが存在するＨＮＢセルの近傍域からＷＴＲＵが出たことに応答したものと
することができる。
【００１８】
　本明細書で開示される方法は、ＨＮＢセルまたは周波数のインター周波数測定、インタ
ーＲＡＴ（無線アクセス技術）測定、およびイントラ周波数測定に適用可能であり、それ
らのために構成できることが理解されよう。
【００１９】
　図１は、ワイヤレス通信システム１００におけるＨＮＢ配備の一例を示す。ワイヤレス
通信システム１００は、ＬＴＥオープンセル１０５、３ＧＰＰシステムセル１１０、より
高位のネットワークノード（例えば、ゲートウェイ）１１５、および／またはＭＭＥ（モ
ビリティ管理エンティティ）／サービングＧＰＲＳ（汎用パケット無線サービス）サポー
トノード（ＳＧＳＮ）１２０を含む。より高位のネットワークノード１１５は、いくつか
のＨＮＢ１２５Ａ、１２５Ｂ、１２５Ｃの動作を調整することを担う。あるいは、ＭＭＥ
／ＳＧＳＮ１２０が、いくつかのＨＮＢ１２５Ａ、１２５Ｂ、１２５Ｃの動作を調整する
ことを担う。ＭＭＥは、３Ｇ／２Ｇ　ＳＧＳＮ／ＧＧＳＮのＬＴＥにおける同等物である
。ＬＴＥオープンセル１０５と他の３ＧＰＰシステム１１０（例えば、ＷＣＤＭＡ（登録
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商標）／ＧＳＭ（登録商標）（移動体通信用グローバルシステム））の間の関係は、これ
ら２つの技術のカバレッジが重なり合うエリアが存在し得るというものである。それは、
ＧＳＭ技術とＷＣＤＭＡ技術の同時カバレッジに類似している。より高位のネットワーク
ノード１１５は、ＭＭＥ／ＳＧＳＮ１２０とインタフェースをとるゲートウェイ機能とす
ることができる。ゲートウェイとして、より高位のネットワークノード１１５の役割は、
いくつかの狭いホームセルまたはＣＳＧセルをサポートしながら、ＭＭＥ／ＳＧＳＮ１２
０に向かう単一のオープンセルとして機能することとすることができる。
【００２０】
　図２は、システム１００とともに機能し、複数のＷＴＲＵ２１０と、ノードＢ２２０と
、ＣＲＮＣ（制御無線ネットワークコントローラ）２３０と、ＳＲＮＣ（サービング無線
ネットワークコントローラ）２４０と、コアネットワーク２５０とを含むことができる、
例示的なワイヤレス通信システム２００のブロック図である。ノードＢ２２０およびＣＲ
ＮＣ２３０は、一括して、ＵＴＲＡＮ（Universal Terrestrial Radio Access Network）
２３５と呼ばれることがある。
【００２１】
　図２に示されるＷＴＲＵ２１０は、ノードＢ２２０と通信し、ノードＢ２２０は、ＣＲ
ＮＣ２３０およびＳＲＮＣ２４０と通信する。３つのＷＴＲＵ２１０、１つのノードＢ２
２０、１つのＣＲＮＣ２３０、および１つのＳＲＮＣ２４０が、図２の例示的なシステム
２００に含まれるとして示されているが、無線デバイスおよび有線デバイスの任意の組み
合わせが、ワイヤレス通信システムに含まれ得る。
【００２２】
　図３は、図２の例示的なワイヤレス通信システム２００のＷＴＲＵ２１０の１つおよび
ノードＢ２２０の機能ブロック図３００である。一般に、図３に示されるＷＴＲＵ２１０
は、ノードＢ２２０と通信し、ＷＴＲＵ２１０とノードＢ２２０はともに、ＷＴＲＵがＨ
ＮＢセルに入るまたはそこから出ることに関連して、ＨＮＢを検出し、構成情報を受信し
、ＨＮＢに関する少なくとも１つの周波数またはＲＡＴを測定し、ギャップを含み得る測
定構成を解放するように構成される。ＵＭＴＳアーキテクチャでは、ＳＲＮＣは、構成情
報を送信し、測定値を処理する。
【００２３】
　典型的なＷＴＲＵにおいて見出し得るコンポーネントに加えて、例示的なＷＴＲＵ２１
０は、プロセッサ３１５と、受信機３１６と、送信機３１７と、メモリ（図示せず）と、
アンテナ３１８とを含む。メモリは、例えば、オペレーティングシステム、アプリケーシ
ョン、および他のそのようなソフトウェアを含む、ソフトウェアを記憶するために提供す
ることができる。プロセッサ３１５は、単独でまたはソフトウェアと連携して、ＷＴＲＵ
がＨＮＢセルに入るまたはそこから出ることに関連して、ＨＮＢを検出し、構成情報を受
信し、ＨＮＢに関する少なくとも１つの周波数またはＲＡＴを測定し、ギャップを含み得
る測定構成を解放するように構成することができる。受信機３１６および送信機３１７は
、プロセッサ３１５と通信する。アンテナ３１８は、ワイヤレスデータの送信および受信
を容易にするために、受信機３１６と送信機３１７の両方と通信する。
【００２４】
　典型的な基地局において見出し得るコンポーネントに加えて、ノードＢ２２０は、プロ
セッサ３２５と、受信機３２６と、送信機３２７と、アンテナ３２８とを含む。プロセッ
サ３２５は、単独でまたはソフトウェアと連携して、ＷＴＲＵがＨＮＢセルの近傍域／近
接域に入るまたはそこから出ることに関連して、ＨＮＢを検出し、ＨＮＢの近傍域／近接
域に入るまたはそこから出ることを検出し、ギャップを含み得る構成情報を受信し、ＨＮ
Ｂに関する少なくとも１つの周波数またはＲＡＴを測定し、ギャップを含み得る測定構成
を解放するように構成することができる。受信機３２６および送信機３２７は、プロセッ
サ３２５と通信する。アンテナ３２８は、ワイヤレスデータの送信および受信を容易にす
るために、受信機３２６と送信機３２７の両方と通信する。ＵＭＴＳアーキテクチャでは
、ＳＲＮＣは、構成情報を送信し、測定値を処理する。
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【００２５】
　図４は、システム１００において機能することができ、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved Univ
ersal Terrestrial Radio Access Network）４０５を含むことができる、ＬＴＥワイヤレ
ス通信システム／アクセスネットワーク４００を示す。Ｅ－ＵＴＲＡＮ４０５は、いくつ
かの進化型ノードＢ（ｅＮＢ）４２０を含む。ＷＴＲＵ４１０は、ｅＮＢ４２０と通信す
る。ｅＮＢ４２０は、Ｘ２インタフェースを使用して、互いにインタフェースをとる。ｅ
ＮＢ４２０の各々は、Ｓ１インタフェースを介して、ＭＭＥ（モビリティ管理エンティテ
ィ）／Ｓ－ＧＷ（サービングゲートウェイ）４３０とインタフェースをとる。単一のＷＴ
ＲＵ４１０および３つのｅＮＢ４２０が、図４には示されているが、無線デバイスおよび
有線デバイスの任意の組み合わせが、ワイヤレス通信システムアクセスネットワーク４０
０に含まれ得ることは明らかであろう。
【００２６】
　図５は、ＷＴＲＵ４１０、ｅＮＢ４２０、およびＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ４３０を含む、ＬＴ
Ｅワイヤレス通信システム５００の例示的なブロック図である。図５に示されるように、
ＷＴＲＵ４１０、ｅＮＢ４２０、およびＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ４３０は、ＷＴＲＵがＨＮＢセ
ルの近傍域／近接域に入るまたはそこから出ることに関連して、ＨＮＢを検出し、ＨＮＢ
の近傍域／近接域に入るまたはそこから出ることを検出し、ギャップを含み得る構成情報
を受信し、ＨＮＢに関する少なくとも１つの周波数またはＲＡＴを測定し、ギャップを含
み得る測定構成を解放するように構成される。
【００２７】
　典型的なＷＴＲＵにおいて見出し得るコンポーネントに加えて、ＷＴＲＵ４１０は、任
意選択的に結合されるメモリ５２２を備えるプロセッサ５１６と、少なくとも１つのトラ
ンシーバ５１４と、任意選択的なバッテリ５２０と、アンテナ５１８とを含む。プロセッ
サ５１６は、ＷＴＲＵがＨＮＢセルの近傍域／近接域に入るまたはそこから出ることに関
連して、ＨＮＢを検出し、ＨＮＢの近傍域／近接域に入るまたはそこから出ることを検出
し、ギャップを含み得る構成情報を受信し、ＨＮＢに関する少なくとも１つの周波数また
はＲＡＴを測定し、ギャップを含み得る測定構成を解放するように構成される。トランシ
ーバ５１４は、ワイヤレス情報の送信および受信を容易にするために、プロセッサ５１６
およびアンテナ５１８と通信する。バッテリ５２０がＷＴＲＵ４１０において使用される
場合、バッテリ５２０はトランシーバ５１４およびプロセッサ５１６に電力を供給する。
【００２８】
　典型的なｅＮＢにおいて見出し得るコンポーネントに加えて、ｅＮＢ４２０は、任意選
択的に結合されるメモリ５１５を備えるプロセッサ５１７と、トランシーバ５１９と、ア
ンテナ５２１とを含む。プロセッサ５１７は、ＷＴＲＵがＨＮＢセルの近傍域／近接域に
入るまたはそこから出ることに関連して、ＨＮＢを検出し、ＨＮＢの近傍域／近接域に入
るまたはそこから出ることを検出し、ギャップを含み得る構成情報を受信し、ＨＮＢに関
する少なくとも１つの周波数またはＲＡＴを測定し、ギャップを含み得る測定構成を解放
するように構成される。トランシーバ５１９は、ワイヤレス情報の送信および受信を容易
にするために、プロセッサ５１７およびアンテナ５２１と通信する。ｅＮＢ４２０は、Ｍ
ＭＥ／Ｓ－ＧＷ（モビリティ管理エンティティ／サービングゲートウェイ）４３０に接続
され、ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ４３０は、任意選択的に結合されるメモリ５３４を備えるプロセ
ッサ５３３を含む。
【００２９】
　図６は、本明細書で開示される実施形態に従って構成されたＷＴＲＵ６００の例示的な
ブロック図である。典型的なＷＴＲＵにおいて見出し得るコンポーネントに加えて、ＷＴ
ＲＵ６００は、アンテナ６０５と、送信機６１０と、受信機６１５と、プロセッサ６２０
と、ＵＳＩＭ（Universal Subscriber Identity Module）（またはＬＴＥにおける同等物
）６２５とを含む。受信機６１５は、セルＩＤを含むセルからのブロードキャストを、ア
ンテナ６０５を介して受信するように構成される。プロセッサ６２０は、送信機６１０、
受信機６１５、およびＵＳＩＭ（またはＬＴＥにおける同等物）６２５に電気的に結合さ
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れる。プロセッサ６２０は、ＷＴＲＵがＨＮＢセルの近傍域／近接域に入るまたはそこか
ら出ることに関連して、ＨＮＢを検出し、ＨＮＢの近傍域／近接域に入るまたはそこから
出ることを検出し、ギャップを含み得る構成情報を受信し、ＨＮＢに関する少なくとも１
つの周波数またはＲＡＴを測定し、ギャップを含み得る測定構成を解放するように構成さ
れる。
【００３０】
　ＷＴＲＵがＨＮＢセルに入るまたはそこから出ることに関連して、ＨＮＢを検出し、構
成情報を受信し、ＨＮＢに関する少なくとも１つの周波数またはＲＡＴを測定し、ギャッ
プを含み得る測定構成を解放するための様々な実施形態が説明される。そのような実施形
態は、例えば、ＷＴＲＵが他の周波数上で近隣のＨＮＢのＰＳＣ若しくはＰＣＩを検出し
、および／またはそのＰＳＣ若しくはＰＣＩを測定できるように、ギャップの割り当てを
求める要求を含み得る測定構成を要求するために、ＷＴＲＵが使用できる方法を含むこと
ができる。任意のギャップを伴う測定構成を解放するための実施形態も提供される。
【００３１】
　様々な実施形態に関して、２つの異なるシナリオを考えることができる。第１のシナリ
オでは、ＷＴＲＵが、あるＨＮＢを初めて訪れる。第２のシナリオでは、ＷＴＲＵが、そ
の後（最初の遭遇の後）、同じＨＮＢに遭遇する。第２のシナリオでは、ＷＴＲＵは、許
可されたＨＮＢ（例えば、ＷＴＲＵのホワイトリスト内に存在するＣＳＧ）のおおよその
ロケーションを識別するフィンガプリント情報をすでに記憶しており、それを使用して、
許可されたＨＮＢの近傍域にＷＴＲＵがいるかどうかを判定することができる。判定の結
果に基づいて、ＷＴＲＵは、少なくとも１つの周波数またはＲＡＴを測定すべきかどうか
を知ることができる。近傍域という用語と近接域という用語は、本明細書では交換可能に
使用することができる。
【００３２】
　一実施形態では、そのような判定が行われるとき、ＷＴＲＵは、このＨＮＢが近いこと
をネットワークに通知する要求（例えば、報告）を、ネットワークに送信することができ
る。これは、要求（例えば、報告）をネットワークに送信して、近隣のまたは与えられた
周波数若しくはＲＡＴの近傍域のＣＳＧセルの測定を実行するために使用することができ
る。ＷＴＲＵがそのような測定構成を要求できるように、（インター周波数またはインタ
ーＲＡＴなどのための）新しい測定報告タイプまたはイベントを導入することができる。
１つの選択肢では、ＷＴＲＵは、２つのイベントを導入することができる。イベントまた
は測定タイプの一例は、例えば、ＷＴＲＵが初めてインター周波数ＨＮＢの近傍域におり
、結果として、そのＨＮＢについて記憶したフィンガプリントを有していない第１のシナ
リオ用とすることができる。イベントまたはタイプの別の例は、例えば、フィンガプリン
ト情報を記憶しているために、許可された近隣ＨＮＢがある周波数またはＲＡＴにおいて
存在することをＷＴＲＵが知っている第２のシナリオ用とすることができる。
【００３３】
　例えば、許可されたＨＮＢのカバレッジ内にＷＴＲＵがいるかどうかを判定する能力を
ＷＴＲＵが有していない第１のシナリオでは、ＷＴＲＵは、「インター周波数ＨＮＢを検
出するためのギャップを求める要求」という説明を有する新しいイベントまたは報告を導
入することができる。例えば、ＵＭＴＳでは、このイベントは、イベント２ｇと呼ばれる
ことがある。ＬＴＥの場合、このイベントは、イベントＡ６と呼ばれることがある。この
イベントは、イベント２ｇまたはＡ６と呼ばれるが、他の任意の番号、名前、またはタイ
プをとることもできる。例では、「．．．ギャップを求める要求」という語句が使用され
るが、あるいは、「．．．測定構成を求める要求」または「．．．測定構成およびギャッ
プを求める要求」とすることもできる。
【００３４】
　この新しいイベント／報告は、今は接続モードにおいて許可され得る、手動ＨＮＢサー
チを開始した結果としてトリガすることができる。ＷＴＲＵは、接続モード（例えば、Ｃ
ＥＬＬ＿ＤＣＨ）にあるので、サービスを中断することなく、周波数を測定することはで
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きない。したがって、手動サーチが開始されると、（以前にネットワークがイベント２ｇ
用の測定コマンドを用いてＷＴＲＵを構成してある場合）ＷＴＲＵは、イベント２ｇをト
リガして、ＨＮＢ周波数を測定したいことをネットワークに通知することができる。ネッ
トワークは、その後、ギャップを用いてＷＴＲＵを構成し、したがって、ＷＴＲＵは、（
いずれかが利用可能である場合）少なくとも１つの周波数上でＨＮＢ　ＰＳＣ（またはＰ
ＣＩ）を検出することができる。例示的な状態として、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨが示されている
が、本明細書で説明される方法および装置は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＷＴＲＵに
も適用可能である。
【００３５】
　イベント２ｇは、手動サーチによってトリガすることに加えて、他の方法でもトリガす
ることができる。例えば、イベント２ｇは、ＷＴＲＵがＧＰＳを備えている場合、ロケー
ションタイプ検出によってトリガすることもできる。例えば、ＷＴＲＵが都市エリア（ま
たは他の特定の好ましいＨＮＢエリア）に入ることをＷＴＲＵが検出した場合、ＷＴＲＵ
は、ネットワークにイベント２ｇを送信することができる。それ以外では、イベントはト
リガされない。別の例を挙げると、イベント２ｇは、ＷＴＲＵにおいて定義された（例え
ば、タイマ満了時の）ＨＮＢの定期的サーチによってトリガすることができる。このタイ
マの持続時間は、一定とすることができ、またはネットワーク若しくはユーザによって設
定可能とすることができる。この例によれば、タイマが満了すると、現在の周波数におい
て（並びに任意選択的に少なくとも１つの周波数およびシステムにおいて）ＨＮＢサーチ
を実行するように、ＷＴＲＵがトリガされる。ＷＴＲＵに提供された近隣リスト内に所望
のＰＳＣ若しくはＰＣＩ（またはあるいはＨＮＢ）が存在することをＷＴＲＵが検出した
場合も、ギャップを要求するためのイベントをトリガすることができる。
【００３６】
　いかなる測定ギャップまたは圧縮モードギャップも使用せずに、ＷＴＲＵがＨＮＢ周波
数上で測定を実行することを可能にすることもできる。これは、例えば、ＷＴＲＵが、Ｃ
ＥＬＬ＿ＤＣＨにおいて（ＵＭＴＳ用の）ＣＰＣ（Continuous Packet Connectivity：連
続パケット接続性）ＤＲＸ（不連続受信）を用いて、またはＬＴＥにおいてＤＲＸを用い
て構成され、僅かなトラフィック活動しか存在しない場合に、生じることができる。この
例示的な実施形態では、イベント２ｆまたは２ｇは、タイマが満了しても（例えば、タイ
マは、手動サーチ要求、またはマッチするフィンガプリントの検出に応答して、開始させ
ておくことができる）、ＷＴＲＵがＨＮＢのＰＳＣまたはＰＣＩを検出していない場合に
限って、任意選択的にトリガすることができる。そのようなタイマは、ＷＴＲＵが（例え
ば、ＤＲＸ機会のせいで）ＨＮＢのＰＳＣまたはＰＣＩを検出した場合／ときに、停止さ
せることができる。別の選択肢では、タイマは、（ＤＲＸ機会中に実行される）事前定義
または事前伝達されたインター周波数測定期間が経過した後に、停止させることもできる
。
【００３７】
　任意選択的に、新しい測定イベントの一部として、ＷＴＲＵは、手動サーチ、ＷＴＲＵ
による定期的サーチ、ロケーション、および近隣リスト内のＰＳＣ／ＰＳＩなど、イベン
トがトリガされた原因を示すことができる。近隣リストは、ネットワークによって提供す
ることができ、ＷＴＲＵの近隣に所在するセルのＰＳＣ／ＰＳＩを含む。上述したように
、ホワイトリストは、ＷＴＲＵがアクセスを許可され得るＨＮＢのＣＳＧ　ＩＤを含むこ
とができる。近隣セルは、それのＣＳＧ　ＩＤを、ＷＴＲＵのホワイトリストの一部とし
て有することもあり、または有さないこともある。
【００３８】
　第２のシナリオでは、ＷＴＲＵが、記憶したフィンガプリント情報を使用して、ＵＳＩ
Ｍまたはホワイトリスト内に記憶したＣＳＧ　ＩＤを有するＨＮＢの少なくとも１つが、
サービングマクロセルと同じ若しくは異なる周波数または異なるＲＡＴを潜在的に使用で
き、（マクロセルの近接域内の）現在のロケーションに近いことを検出した場合、ＷＴＲ
Ｕは、ＣＳＧが近接域にある（例えば、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧ識別
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情報が存在するＣＳＧが利用可能であり得るエリアにＷＴＲＵが入りつつある）ことを示
す、新しいイベント／報告／メッセージを導入し、トリガし、ネットワークに送信するこ
とができる。この報告を受信すると、ネットワークは、適用可能な周波数上でＨＮＢに対
応するＰＳＣまたはＰＣＩをＷＴＲＵが測定できるように、任意選択的にギャップを使用
して、測定のためにＷＴＲＵを構成することができる。
【００３９】
　新しい報告は、既存の測定タイプ（例えば、インター周波数タイプ、グループ２ｘまた
はＡｘ）内の新しいイベントに対応することができ、例えば、ＵＭＴＳの場合はイベント
２ｈ、ＬＴＥの場合はイベントＡ７と呼ぶことができ、「異なる周波数上の１つまたは複
数のＨＮＢが現在のＷＴＲＵロケーションとマッチする」というタイトルを付けることが
できる。あるいは、上述した第１および第２のシナリオの両方に対して、同じイベント／
報告を使用することができる。イベントは、例えば、１つのイベント（例えば、ＵＭＴＳ
の場合のイベント２ｇ、ＬＴＥの場合のイベントＡ６）に統合することができる。そのイ
ベントは、上述した個々の条件または組み合わせ条件のいずれかに基づいて、トリガする
ことができる。
【００４０】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、現在使用されている周波数の推定品質が一定の閾値を
上回るとしても、ある周波数において近隣ＨＮＢを測定するほうを好むことを報告するた
めに、既存のイベントを使用することができる。これは、ＵＭＴＳの場合、例えば、イベ
ント２ｆなどの既存のイベントを拡張することによって達成することができる。イベント
の拡張は、例えば、イベントがＨＮＢについてトリガされたこと、およびＷＴＲＵが異な
る周波数またはシステム上でＨＮＢを測定することを好むことがあることを示す、（フラ
グなどの）１ビットのＩＥ（情報要素）を追加することによって、実行することができる
。ＵＭＴＳの場合、追加のＩＥは、測定報告構造、イベント結果、インター周波数イベン
ト結果、およびイベント２ｆ情報を含むサブＩＥの拡張など、任意のＩＥに追加すること
ができる。ＬＴＥの場合、追加のＩＥは、例えば、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔ
メッセージまたはｍｅａｓＲｅｓｕｌｔｓ　ＩＥの必須でない拡張として、追加すること
ができる。
【００４１】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、上述したようなＨＮＢ関連イベントについてネットワ
ークに通知するために、新しいタイプの測定グループを使用することができる。新しい測
定タイプ内のこれらのＨＮＢイベントは、例えば、測定タイプ８として参照／構成するこ
とができ、ＣＳＧ報告タイプと呼ばれることがある。例えば、ＵＭＴＳの場合は８ｘイベ
ントを、ＬＴＥの場合はＣｘイベントを定義することができる。これらの新しい測定タイ
プは、周波数またはＲＡＴ測定のために使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは、ギ
ャップを要求するために、新しいイベント８ａ（「インター周波数ＰＳＣを検出するため
のギャップの要求」）を使用することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、例えば、８ａお
よび８ｂなど、２つの新しいイベントを導入することができる。新しいイベントの一方は
、ＷＴＲＵがフィンガプリント情報を有さない第１のシナリオのために使用することがで
き、他方は、（例えば、２ｇおよび２ｈに類似する）ＷＴＲＵがフィンガプリント情報を
有する第２のシナリオのために使用することができる。ＰＳＣ検出を求めるインター周波
数要求およびインターＲＡＴ要求のために、２つの別々のイベントを定義することができ
る。あるいは、周波数要求とＲＡＴ要求の両方のために、１つのイベントまたは測定タイ
プを使用することができる。この共通の測定タイプは、許可されたＣＳＧが現在のロケー
ションの近傍域に存在することをＷＴＲＵが検出したことをネットワークに報告するため
に、ＷＴＲＵによって使用される。
【００４２】
　あるいは、近傍域にあるＣＳＧを報告するためにＷＴＲＵが使用できる、新しいＲＲＣ
（無線リソース制御）メッセージを定義することができる。この新しいメッセージは、他
の実施形態について上述したのと同じ情報を伝えることができる。
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【００４３】
　上記の実施形態はインター周波数測定に関連して説明されたが、それらは、同じくイン
ターＲＡＴシナリオの場合（例えば、ＷＴＲＵが測定を行い、ＵＭＴＳマクロセルからＬ
ＴＥ　ＨｅＮＢにハンドオーバしようと試みる場合）、およびイントラ周波数シナリオの
場合に、ＨＮＢを検出するためのギャップを要求するためにも等しく適用可能である。ト
リガ基準は、インター周波数シナリオと同様にすることができることも理解されたい。イ
ンターＲＡＴの場合、新しいインターＲＡＴイベント（例えば、ＵＭＴＳの場合のイベン
ト３ｅ、およびＬＴＥの場合のイベントＢ３、「別のシステム上でＨＮＢを検出するため
のギャップの要求」）を追加することができる。あるいは、新しいＨＮＢイベントからの
新しいイベント（例えば、ＵＭＴＳの場合の８ｘ、またはＬＴＥの場合のＣｘ、「他のシ
ステムのＨＮＢを検出するためのギャップの要求」）を定義することもできるあるいは、
本明細書で説明されるような既存の３ｘイベントを再利用することもできる。
【００４４】
　新しい測定タイプ８の一部としての新しいイベント／報告は、インター周波数の場合に
使用されるのと同じものとすることができる。例えば、「ＨＮＢを検出するためのギャッ
プの要求」、または（上記と同じ用語を使用して）「１つまたは複数のＨＮＢが現在のＷ
ＴＲＵロケーションとマッチする」のために、１つのイベント８ａまたは１つの報告を使
用することができる。この場合、イベント／報告がトリガされると、イベント／報告は、
ＷＴＲＵが測定を実行したいと望むのは、インター周波数においてか、インターＲＡＴに
おいてか、それとも両方においてかを示す、任意選択的な情報要素も含むことができる。
【００４５】
　一般に、ネットワークは、ギャップを含み得る測定構成を割り当てるべきかどうかを判
定し、必要ならば、ギャップの持続時間も決定するために、ＷＴＲＵによって提供される
情報を使用することができる。ギャップの持続時間は、例えば、ＷＴＲＵが測定しなけれ
ばならない周波数の数に依存することができる。
【００４６】
　任意選択的に、イベント報告がトリガされた原因を示すために、新しいＩＥを報告に追
加することができる。非限定的な例を挙げると、これは、手動サーチ、ＷＴＲＵによる定
期的サーチ、ロケーション、フィンガプリントがＷＴＲＵのホワイトリストに記憶された
少なくとも１つのＨＮＢのフィンガプリントとマッチしたこと、およびＰＳＣが近隣リス
ト内に存在することのうちの１つ、またはそれらの組み合わせを含むことができる。これ
は、本明細書で説明される実施形態のいずれとも組み合わせることができる。
【００４７】
　近接性表示報告をトリガするための別の実施形態では、ＬＴＥマクロセル接続は、ＵＭ
ＴＳ　ＨＮＢよりも高い優先順位をもつことができる。ＬＴＥマクロセルとＵＭＴＳ　Ｈ
ＮＢに関して説明されたが、本明細書の説明は、マクロセルとＨＮＢとの他のＲＡＴ組み
合わせにも適用可能である。この実施形態では、ＷＴＲＵが、ＬＴＥマクロセルに接続さ
れており、記憶したフィンガプリント情報を用いて、自分がメンバであるＵＭＴＳ　ＨＮ
Ｂの近くにいることを検出した場合、ＷＴＲＵは、自律的サーチを必ずしもトリガする必
要はない（すなわち、ＨＮＢ近接性表示をネットワークに送信しない）。自律的サーチは
、そのような状況においては、ＬＴＥマクロセルチャネル状態が悪化している（すなわち
、チャネル品質が与えられた閾値よりも下がった）場合に限って、開始することができる
。サーチおよび近接性表示を示す測定報告をトリガする条件は、１）現在のマクロサービ
ングセルがＬＴＥであり、２）ＷＴＲＵが記憶するフィンガプリントの１つがＵＭＴＳ　
ＨＮＢとマッチし（すなわち、ＵＭＴＳ　ＨＮＢがＷＴＲＵの近接域に存在し）、３）マ
クロサービングセルの品質が一定の閾値を下回る場合に生じ得る。この閾値は、ネットワ
ークによって設定することができ、ＷＴＲＵによって使用される一定値とすることができ
、またはＷＴＲＵによって決定することができる。この閾値は、共通の値またはセル毎の
値とすることができる。
【００４８】
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　これらの条件が満たされた場合、ＷＴＲＵは、ＵＭＴＳ　ＨＮＢについて、ＰＳＣを検
出し、（スケジューリングブロックを任意選択的に伴う）ＭＩＢ（マスタ情報ブロック）
およびＳＩＢ３（システム情報ブロック３）を獲得するためのギャップを含み得る測定構
成を要求するために、測定報告をネットワークに送信することができる。条件１および２
が満たされ、条件３が満たされない場合、ＷＴＲＵは、ＨＮＢ測定をトリガするためのい
かなる報告もネットワークに送信しないことがある。
【００４９】
　任意選択的に、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの近接域にあるＵＭＴＳ　ＨＮＢのＰＳＣのチャ
ネル品質を依然として自律的に測定することができ、ＵＭＴＳ　ＨＮＢのＰＳＣが閾値を
上回る場合、サーチをトリガすることができる。この選択肢は、設定された期間について
のものとすることができる。このトリガは、本明細書で説明される他のトリガと組み合わ
せて使用することができる。
【００５０】
　今から、報告に含まれる情報についての例を説明する。
【００５１】
　任意選択的に、報告の一部として、（ＷＴＲＵで利用可能であるならば）追加情報をネ
ットワークに報告することができ、追加情報は、非限定的な例を挙げると、近接性報告を
トリガし、ＷＴＲＵのホワイトリスト上にそれのＣＳＧが記憶された、ＨＮＢの既知の周
波数、および／または報告をトリガしたＣＳＧセルの既知のＲＡＴ（例えば、ＬＴＥまた
はＵＭＴＳ）のうちの１つ、またはそれらの組み合わせを含む。
【００５２】
　ＷＴＲＵは、任意選択的に、報告をトリガしたＣＳＧに関する以下の情報、すなわち、
ＷＴＲＵのホワイトリスト上に記憶されたＣＳＧセルの既知のＨＮＢのＰＳＣ／ＰＳＩ、
およびホワイトリストのＷＴＲＵ　ＣＳＧ　ＩＤ部分も含むことができる。ＷＴＲＵは、
ネットワークに送信される報告内にＣＧＩを含ませることもできる。そのような追加情報
は、（例えば、ホワイトリスト内に含まれるＨＮＢが近傍域に存在するとＷＴＲＵが判定
したが、実際にはそうでない場合の）「誤った」フィンガプリントマッチを検出するため
に、ＷＴＲＵにとって有用なことがある。この例では、ｅＮＢまたはＲＮＣがギャップ要
求報告においてＣＧＩを受信した場合、ｅＮＢまたはＲＮＣは、対応するＣＧＩを有する
ＨＮＢが実際に存在するかを検証することができる。しかし、ｅＮＢまたはＲＮＣがＣＧ
Ｉを認識しない場合、ｅＮＢまたはＲＮＣは、測定構成を用いてＷＴＲＵを構成しないと
決定することができる。したがって、ＷＴＲＵが測定および／またはギャップのためにＷ
ＴＲＵを構成するようにネットワークに要求した後、一定の期間以内に、ネットワークか
らギャップ構成（または他の測定構成）を受信しない場合、ＷＴＲＵは、将来の不必要な
ギャップ要求を避けるために、対応するフィンガプリントをメモリから削除することを決
定することができる。あるいは、または加えて、ネットワーク（例えば、ｅＮＢまたはＲ
ＮＣ）は、ＷＴＲＵが報告したＣＧＩに対応するＣＧＩを有するセルが存在しないことを
、ＷＴＲＵに明示的に示すことができる。この情報を使用して、ＷＴＲＵは、その後、先
の例におけるように、対応するフィンガプリントを削除することができる。ネットワーク
は、同様の目的のために、（ＷＴＲＵによって提供される場合は）ＣＳＧ　ＩＤ情報も使
用することができる。
【００５３】
　任意選択的に、ネットワークが、近傍域におけるすべてのＣＳＧセルの周波数を知って
おり、ＷＴＲＵによってホワイトリストの一部として報告されたＣＳＧセルに対応するＣ
ＳＧセルが利用可能でないことを認識している配備では、ネットワークは、いかなるギャ
ップも割り当てないことがある。代わりに、ネットワークは、任意選択的に、そのような
ＣＳＧセルが利用可能でないこと、およびＷＴＲＵがインター周波数ＨＮＢを測定する必
要がないことを示す、ＲＲＣメッセージ（例えば、測定制御）をＷＴＲＵに送信すること
ができる。ＷＴＲＵは、その後、ＨＮＢフィンガプリントをしかるべく更新することがで
きる。
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【００５４】
　任意選択的に、近接性インジケータと一緒に、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの近接域に存在す
る与えられたＨＮＢが優先権をもつことを伝達する（signal）ことができる。これは、ネ
ットワークが、ＷＴＲＵがＨＮＢを測定できるようにするのを、またギャップを含み得る
測定構成を潜在的に提供するのを支援することができる。
【００５５】
　ネットワークは、例えば、ハンドオーバが生じない場合に、ＷＴＲＵがある周波数また
はＲＡＴ上でＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出できるようにネットワークが割り当てた測定
構成またはギャップを明示的に解放する必要があることがある。例えば、一定の期間が経
過してもＷＴＲＵがＨＮＢ　ＰＳＣを検出しなかった（したがって、ネットワークに報告
しなかった）こと、ある周波数または他のシステムにおいて検出されたＨＮＢの品質が一
定の閾値を下回ること、ＷＴＲＵがホワイトリスト上に存在しないＨＮＢ　ＰＳＣしか検
出しなかったこと、ＷＴＲＵが、記憶したＨＮＢフィンガプリントを使用して、許可され
たＨＮＢ（例えば、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧが存在するＨＮＢ）の近
傍域からＷＴＲＵが出つつあることを検出した（例えば、もはやマッチするフィンガプリ
ントが存在しない）こと、ＷＴＲＵがホワイトリスト内に存在するＣＳＧ　ＩＤを有する
ＨＮＢを測定したが、いかなるＨＮＢも見出さなかったこと、容認可能なＨＮＢが検出さ
れなかったことなどの、異なる原因が、ギャップを含み得る測定構成の中断／解放をトリ
ガすることができる。
【００５６】
　ネットワークまたはＷＴＲＵが、ギャップの解放をトリガすることができる。例えば、
ネットワークが、一定の期間が経過しても、ＷＴＲＵによって報告されたいかなるＨＮＢ
　ＰＳＣも受信しない場合、ネットワークは、ギャップを解除するためにＷＴＲＵを再構
成することができる。あるいは、ネットワークが、ＷＴＲＵのロケーションを知っており
、ＷＴＲＵの近隣にインター周波数ＨＮＢが所在しないことを認識している場合、ネット
ワークは、やはりＷＴＲＵにおいてギャップを解放することができる。ＷＴＲＵは、以下
の実施形態のいずれかに従って、ギャップを解放することができる。
【００５７】
　一実施形態では、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが測定構成をもはや必要としないことをネット
ワークに通知する（例えば、許可されたＣＳＧセルが存在し得るエリアからＷＴＲＵが出
つつあることをネットワークに通知する）ことができる。この通知を受信すると、ネット
ワークは、ＷＴＲＵのための測定構成および任意選択的にギャップを取り除くために、Ｗ
ＴＲＵを再構成することができる。これ以降で言及される場合、ギャップの解放とは、Ｃ
ＳＧセルのための測定構成を解放すること、または構成を取り除くことである。
【００５８】
　この通知／報告は、新しいインター周波数イベントを介して送信することができる。例
えば、ＵＭＴＳの場合、それは、タイプ２ｉ、「インター周波数ＨＮＢを検出するために
割り当てられたギャップを解放するよう求める要求」とすることができる。
【００５９】
　あるいは、ＷＴＲＵは、例えば、８など、ＣＳＧ報告用の新しい測定タイプを使用する
ことができる。このイベントを報告するための新しいイベント／原因を定義することがで
きる。例えば、これは、ネットワークにギャップを解放するよう求めるためのイベント８
ｂ（またはＣ２）、「インター周波数ＨＮＢを検出するためのギャップを解放するよう求
める要求」と呼ぶことができる（例えば、先のセクションにおいて説明したように、ＵＭ
ＴＳの場合は８ｘ、またはＬＴＥの場合はＣｘ）。イベント／トリガ原因の命名は例示的
なものであり、任意の名前または説明を使用できることが理解されよう。例えば、トリガ
が「ＷＴＲＵが許可されたＨＮＢ（例えば、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧ
が存在するＨＮＢ）の近傍域から出つつあることをＷＴＲＵが検出した」に対応する場合
、ＷＴＲＵ原因は、「ＷＴＲＵがＣＳＧエリアから出つつある」と呼ぶことができる。
【００６０】
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　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、インター周波数ＨＮＢを測定する必要がもはやないこ
とを検出した後、ネットワークからの再構成メッセージを待つことなく、ギャップを自律
的に解放することができる。ＷＴＲＵは、ＵＭＴＳの場合のイベント２ｊ、「インター周
波数ＨＮＢを検出するために割り当てられたギャップが解放された」など、新しいイベン
トを用いて、ギャップを解放したことをネットワークに通知することもできる。あるいは
、ＷＴＲＵは、例えば、本明細書で説明されるような、ＵＭＴＳの場合の８ｘ、またはＬ
ＴＥの場合のＣｘなど、ＨＮＢイベントタイプを使用することができる。新しいイベント
は、例えば、８ｃ（またはＣ３），「インター周波数ＰＳＣを検出するためのギャップが
解放された」と呼ぶことができる。
【００６１】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、他の周波数上でＨＮＢを検出するために以前に割り当
てられたギャップを解放しなければならないことをネットワークに通知するために、既存
の測定報告イベントタイプを再利用して、それに新しいＩＥを追加することができる。あ
るいは、この新しいＩＥは、ＷＴＲＵがギャップを自律的に解放したことを、ネットワー
クに示すことができる。例えば、ＵＭＴＳの場合、タイプ列挙の新しい任意選択的なＩＥ
を用いて、インター周波数ＨＮＢを検出するために割り当てられたギャップを解放するよ
う求める要求、またはＷＴＲＵがインター周波数ＨＮＢを検出するために割り当てられた
ギャップを解放したことの通知の一方を示すように、イベント２ｆを変更することができ
る。
【００６２】
　ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがギャップを解放した原因を説明するＩＥを、測定報告に追加す
ることができるＩＥは、例えば、インター周波数ＨＮＢサーチタイマが満了したこと、ま
たは記憶したＨＮＢフィンガプリントがマッチしないことを示すことができる。
【００６３】
　あるいは、上述したトリガの１つが満たされたかどうかをネットワークに要求するため
に、または満たされたことをネットワークに通知するために、新しいＲＲＣメッセージを
定義し、ＷＴＲＵによって使用することができる。トリガが、ＷＴＲＵが許可されたＨＮ
Ｂ（例えば、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧが存在するＨＮＢ）の近傍域か
ら出つつあることをＷＴＲＵが検出したことである場合、使用される新しいＲＲＣメッセ
ージは、ＷＴＲＵがエリアから出つつあることをネットワークに示す。この新しいメッセ
ージは、他の実施形態について上述されたのと同じ情報を伝えることができる。このＲＲ
Ｃメッセージは、新しいメッセージとすること、または（例えば、ＷＴＲＵがＣＳＧセル
の近傍域に入るときに）初期測定を求める要求を示すために使用されるのと同じＲＲＣメ
ッセージとすることができる。
【００６４】
　インター周波数ＨＮＢを検出するために以前に割り当てられた測定構成および任意のギ
ャップを解放するための、本明細書で説明される実施形態は、インターＲＡＴ（ＩＲＡＴ
）シナリオに対しても同様に使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは、ＵＭＴＳマク
ロセルからＬＴＥ　ＨｅＮＢにハンドオーバしようと試みることができる。ＩＲＡＴの場
合、新しいＩＲＡＴイベントを追加することができる。例えば、ＵＭＴＳの場合のイベン
ト３ｆ、およびＬＴＥの場合のイベントＢ４、「他のシステムのＨＮＢを検出するために
割り当てられたギャップを解放するよう求める要求」を追加することができ、または新し
いＨＮＢイベント８ｃからの新しいイベント「他のシステムを測定するために割り当てら
れたギャップを解放するよう求める要求」を定義することができる。あるいは、測定構成
および任意のギャップがもはや必要ではないであろうことをネットワークに通知するため
に、共通のイベントを８ｘ（例えば、８ｂ）として使用することができる。ＷＴＲＵがＨ
ＮＢセルを出る場合の、インター周波数とインターＲＡＴの両方についての測定構成およ
びギャップ解放のために、共通のイベントを使用することができる。
【００６５】
　任意で、ＨＮＢへのハンドオーバが生じた後に、ギャップを解放することもできる。
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【００６６】
　例示的な状態としてＣＥＬＬ＿ＤＣＨが示されているが、本明細書で説明される方法お
よび装置は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＷＴＲＵにも適用可能である。ＣＥＬＬ＿Ｆ
ＡＣＨ状態など、他の接続モード状態では、ネットワークに通知するために、ＣＥＬＬ＿
ＤＣＨについて説明されたメッセージと同様のメッセージを使用することができる。
【００６７】
　上記では例示的な状態としてＣＥＬＬ＿ＤＣＨメッセージが示されはしたが、これらの
方法は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨなど、他の接続モード状態にも適用可能であることが理解さ
れよう。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態の場合に、本明細書で説明されたように、ネットワーク
に通知するために使用されるメッセージは、上述されたメッセージと同様とすることがで
き、または任意選択的に、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態では、ＷＴＲＵは、ネットワークに通
知するために、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥなどのメッセージを使用することができる。ＣＥ
ＬＬ　ＵＰＤＡＴＥメッセージが送信されている原因（例えば、ＨＮＢの近傍域に入るま
たはそこから出る）を示すために、新しい原因または情報要素をＷＴＲＵによって使用す
ることができる。
【００６８】
　ＷＴＲＵがあまりにも頻繁にギャップを要求することを防止するために、以下の例示的
な方法のうちの１つ、またはそれらの組み合わせを実施することができる。
【００６９】
　例示的な方法では、一定の期間中に一定の回数よりも多く、ＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを
検出するためのギャップを要求することを、ＷＴＲＵに許可しないことがある。定期性（
例えば、回数および期間）は、ネットワークによって伝達することができ、ブロードキャ
スト情報の一部とすることができ、またはＷＴＲＵに記憶しておくことができる。任意選
択的に、この定期性は、ＨＮＢ毎に異なることができる。例えば、ユーザの家庭用のＨＮ
Ｂの場合は、定期性を高くすることができるが、他のＨＮＢの場合は低い。この定期性は
、ユーザの移動性に依存することもできる。
【００７０】
　別の例示的な方法では、ネットワークは、ＷＴＲＵの近傍域にＨＮＢが存在しないこと
を知ることができ、またＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出するためのギャップの要求（また
は近接性報告のトリガ）が許可されていないことを、既存の信号（例えば、測定制御に追
加される新しいＩＥ）でＷＴＲＵに示すことができる。
【００７１】
　別の例示的な方法では、ネットワークは、フィンガプリントマッチに基づいたギャップ
要求だけが許可されており、定期的な要求は禁止されていることを、既存の信号でＷＴＲ
Ｕに知らせることができる。
【００７２】
　別の例示的な方法では、ＷＴＲＵがギャップを要求するためにフィンガプリント情報を
使用するときに、それが有効であることが保証されるように（すなわち、ＷＴＲＵの近隣
に許可されたＨＮＢが存在することが保証されるように）、ＷＴＲＵ内のフィンガプリン
ト情報を維持することができる。これは、以下の方法のうちの１つ、またはそれらの組み
合わせを使用して実施することができる。
【００７３】
　１つの例示的な実施では、フィンガプリントがＷＴＲＵ内に記憶されたときに、ＨＮＢ
フィンガプリント毎の有効性タイマを開始させることができる。このタイマが満了したと
き、ＷＴＲＵは、ＨＮＢに関連するフィンガプリントを削除することができる。
【００７４】
　別の例示的な実施では、ＷＴＲＵ内に記憶されたすべてのＨＮＢフィンガプリントを定
期的に削除するために、定期的タイマを使用することができる。
【００７５】
　別の例示的な実施では、ネットワークは、ＲＲＣメッセージをＷＴＲＵに送信すること
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によって、ＷＴＲＵが記憶したすべてのＨＮＢフィンガプリントのうちの１つまたはリス
トを削除するように、ＷＴＲＵに要求することができる。
【００７６】
　別の例示的な実施では、特定のＨＮＢへのハンドオーバがネットワークによって拒否さ
れた場合、ＷＴＲＵは、関連するフィンガプリントを削除することができる。
【００７７】
　送信を介したＨＮＢ　ＰＳＣ検出のための実施形態が本明細書で説明される。一実施形
態では、インター周波数ＰＳＣ（またはＰＣＩ）検出は、サービングマクロセル周波数上
でのＨＮＢのＣＰＩＣＨ（共通パイロットチャネル）の送信（またはＬＴＥの場合には、
ＰＳＳおよびＳＳＳ（プライマリ同期信号およびセカンダリ同期信号）の送信）を介して
実行することができる。この実施形態では、ＳＩＢ（システム情報ブロック）のいずれも
伴わずに、（ＵＭＴＳの場合には）ＣＰＩＣＨだけ、または（ＬＴＥの場合には）ＰＳＳ
／ＳＳＳだけが送信される。ＰＳＣまたはＰＣＩを検出するために必要な信号（ＵＭＴＳ
の場合のＣＰＩＣＨ、ＬＴＥの場合のＰＳＳ／ＳＳＳ）は、ＨＮＢによって、サービング
マクロセル周波数上で送信される。任意選択的に、ＣＰＩＣＨに加えて、ＨＮＢの周波数
、およびセルがＨＮＢセルであることを示すＭＩＢ（マスタ情報ブロック）もブロードキ
ャストすることができる。イントラ周波数測定を実行するＷＴＲＵは、ＰＳＣを検出する
ことができ、したがって、（マクロセルからのシグナリングから分かる場合、または他の
方法で示される場合）ＨＮＢの対応する周波数上で追加の測定を実行するために、ネット
ワークにギャップを要求することができる。マクロセルのシグナリングまたは他の表示か
らそれが分からない場合、ＷＴＲＵは、フィンガプリント情報に依存しなければならない
ことがあり、または他のすべての周波数上で測定を行わなければならないことさえある。
【００７８】
　ギャップは、以下の条件、すなわち、ＷＴＲＵがＨＮＢのＰＳＣ（またはＰＣＩ）を検
出したこと、ＷＴＲＵがホワイトリスト内に存在するＨＮＢ　ＰＳＣ（またはＰＣＩ）を
検出したこと、ＷＴＲＵが既知のフィンガプリントロケーション内に含まれるＨＮＢ　Ｐ
ＳＣ（またはＰＣＩ）を検出したこと、ＷＴＲＵが手動サーチを実行し、近隣周波数にお
いてＨＮＢが存在することを検出したこと、ＷＴＲＵが定期的サーチを実行したこと、Ｗ
ＴＲＵがハイブリッドセルの予約ＰＳＣまたはＰＣＩ範囲内に存在するＨＮＢ　ＰＳＣ（
またはＰＣＩ）を検出したこと、およびＷＴＲＵがＣＳＧセルの予約ＰＳＣ範囲またはＰ
ＣＩ範囲内に存在するＨＮＢ　ＰＳＣ（またはＰＣＩ）を検出したことのうちの１つ、ま
たはそれらの組み合わせが生じた場合に、要求することができる。
【００７９】
　インバウンドモビリティ（inbound mobility）サポートにおいてサポートされるＨＮＢ
　ＰＳＣ／ＰＣＩ検出方法の伝達が、これ以降で開示される。
【００８０】
　本明細書で開示される様々なＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩ検出方法は、ＷＴＲＵによって完
全に、または部分的にのみサポートすることができる。ＷＴＲＵは、既存のＲＲＣメッセ
ージ（例えば、ＲＲＣ接続要求若しくはＲＲＣ接続セットアップ完了）または新しいＲＲ
Ｃメッセージに新しいＩＥを追加することによって、どの方法をＷＴＲＵがサポートする
かをネットワークに知らせることができる。以下の能力のうちの１つ、またはそれらの組
み合わせ、すなわち、ａ）ＷＴＲＵが、ある周波数（例えば、マクロセルと同じＲＡＴに
ついてのインター周波数またはイントラ周波数）上でＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出する
ためのギャップを要求することが可能であること、ｂ）ＷＴＲＵが、異なるＲＡＴにおい
てＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出するためのギャップを要求することが可能であること、
およびｃ）ＷＴＲＵが、サービングマクロセル周波数上でＵＭＴＳの場合のＣＰＩＣＨま
たはＬＴＥの場合のＰＳＳ／ＳＳＳを送信するインター周波数ＨＮＢのＰＳＣ／ＰＣＩを
検出することが可能であることを、ＷＴＲＵによってネットワークに知らせることができ
る。上述したように、ギャップの要求は、ＷＴＲＵのホワイトリストにそれのＣＳＧが属
するＣＳＧセルの近傍域または近接域にユーザがいることを検出する能力に対応すること
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ができる。
【００８１】
　加えて、ネットワークは、明示的なシグナリングによって、上述されたサポートされる
方法のいずれかをＷＴＲＵにおいて使用不可能にすることができる。
【００８２】
　ＷＴＲＵが上述された能力をサポートする場合でも、ネットワークは、やはりこのモビ
リティ手順をサポートする必要がある。一般に、ＷＴＲＵがＨＮＢの近傍域または近接域
に入るまたはそこから出る場合、ＷＴＲＵとネットワークの両方が、モビリティをサポー
トする。本明細書で説明するように、ネットワークがインバウンドモビリティをサポート
することをＷＴＲＵが知っており、ＷＴＲＵもそれをサポートする場合、ＷＴＲＵは、測
定構成および任意のギャップを求める要求の検出およびトリガを要求若しくは可能にする
こと、またはイベントをトリガすることができる。
【００８３】
　ネットワークがインバウンドモビリティを、より具体的には、上述したトリガをサポー
トすることを判定するために、以下の方法のうちの１つ、またはそれらの組み合わせを使
用することができる。例示的な目的で、インバウンドモビリティとは、例えば、ＷＴＲＵ
がＨＮＢの近傍域（近接域）に入る／そこから出る場合に、ＨＮＢに対する近接性を検出
し、近接性検出に応答して報告／イベントを送信／受信する能力のこととすることができ
る。１つの例示的な方法では、インバウンドモビリティのための検出機構をトリガするイ
ベントは、測定制御／構成メッセージを介して、ネットワークによって構成される。その
ような測定タイプまたはイベントが構成されない（例えば、構成メッセージ内に存在しな
い）場合、ＷＴＲＵは、インバウンドモビリティ検出はサポートされないと判定する。構
成された測定に応じて、ＷＴＲＵは、インター周波数、インターＲＡＴ、またはイントラ
周波数モビリティがサポートされるかどうかを暗黙的に判定する。例えば、上述したよう
に、新しい測定タイプ８が導入される場合、あるＲＡＴについて、インター周波数または
イントラ周波数ＣＳＧ検出機構を構成することができる。構成されない場合、ＷＴＲＵは
、ネットワークは与えられたＲＡＴについてのインバウンド検出機構をサポートせず、し
たがって、その機能を使用不可能にしていると判定する。
【００８４】
　別の例示的な方法では、ネットワークは、ＲＲＣ接続手順において、ＨＮＢに対するイ
ンバウンドモビリティがサポートされることを、ＷＴＲＵに明示的に伝達する。インバウ
ンドモビリティがサポートされないエリアにＷＴＲＵが移動した場合、ネットワークは、
ＷＴＲＵに能力の変更を通知することができる。
【００８５】
　別の例示的な方法では、ネットワークは、インター周波数インバウンドモビリティがサ
ポートされるかどうか、インターＲＡＴモビリティがサポートされるかどうか、またはイ
ントラ周波数インバウンドモビリティがサポートされるかどうかを明示的に示すことがで
きる。インターＲＡＴモビリティの場合、ネットワークは、ＬＴＥからＨＮＢ　ＵＭＴＳ
へのモビリティに限ってサポートされるのか、ＨＮＢ　ＵＭＴＳからＬＴＥへのモビリテ
ィに限ってサポートされるのか、それとも任意のインターＲＡＴモビリティがサポートさ
れるのかを明示的に示すこともできる。
【００８６】
　ＷＴＲＵが上述した情報のいずれかをネットワークに提供できる、上述したイベントと
類似のイベントも使用することができる。
【００８７】
　図７は、ＷＴＲＵがＨＮＢのセルまたは周波数に入る場合における、本明細書で説明し
た例および実施形態を実施するための方法７００を示す。ＨＮＢのセルまたは周波数に入
ると、ＷＴＲＵおよびネットワークは、インバウンドモビリティがＷＴＲＵおよびネット
ワークによってサポートされるかどうかを判定するために、能力交換を実行する。ネット
ワークは、測定をトリガするイベントを用いて、ＷＴＲＵを構成する必要があることがあ
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る。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧ　ＩＤが存在するＨＮＢセ
ルの近傍域にＷＴＲＵが入ったことを、例えば、フィンガプリント情報を介して検出する
（７０５）。その後、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧ　ＩＤが
存在するＨＮＢの近傍域にＷＴＲＵが入ったことを、ネットワークに示す（７１５）。表
示または要求メッセージは、報告をトリガしたＨＮＢについての周波数またはＲＡＴなど
の、ＨＮＢ情報を含むことができる。表示または要求メッセージは、ＲＲＣ（無線リソー
ス制御）メッセージまたは測定報告を介して、送信することができる。測定報告は、近接
性表示を含むことができる。その後、ＷＴＲＵは、ネットワーク、基地局、またはシステ
ムアーキテクチャまたは構造によって決定される他の同様のエンティティから、ギャップ
を含み得る測定構成メッセージ、および測定するＰＳＣ／ＰＣＩを受信し（７２５）、Ｐ
ＳＣまたはＰＣＩを検出するために、測定を実行する（７３５）。その後、ＷＴＲＵは、
測定報告を基地局に送信することができる（７４５）。測定報告は、例えば、検出結果、
測定構成によって追加された周波数上にあるセルについての測定結果、および例えば、イ
ベントタイプＩＤまたはＩＡなどの、既存のモビリティイベントのトリガを含む、ＩＥ（
情報要素）を含むことができる。
【００８８】
　図８は、ＷＴＲＵがＨＮＢのセルまたは周波数から出る場合における、本明細書で説明
した例および実施形態を実施するための方法８００を示す。図７におけるように、測定を
トリガするイベントについての構成情報の送信を含む、能力交換をＷＴＲＵとネットワー
クの間で実行することができる。最初に、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそ
れのＣＳＧ　ＩＤが存在するＨＮＢセルの近傍域からＷＴＲＵが出つつあることを、例え
ば、フィンガプリント情報の使用を介して検出する（８０５）。その後、ＷＴＲＵは、Ｈ
ＮＢエリアからＷＴＲＵが出つつあることを（例えば、ＨＮＢのＰＳＣまたはＰＣＩを獲
得するために割り当てられた測定構成またはギャップをＷＴＲＵがもはや必要としないで
あろうことを）、ネットワーク、基地局、またはシステムに依存し得る同様のエンティテ
ィに示す（８１５）。表示または要求メッセージは、ＲＲＣ（無線リソース制御）メッセ
ージまたは測定報告を介して、送信することができる。その後、ＷＴＲＵは、ネットワー
ク、基地局、またはシステムに依存し得る同様のエンティティから、ギャップを含み得る
測定構成を解放するための構成メッセージを受信し（８２５）、その後、ＷＴＲＵは、構
成を解放する（８３５）。
【００８９】
　追加の実施形態が、本明細書で説明される。例示的な一実施形態では、ＷＴＲＵは、Ｄ
ＲＸ（不連続送信）のために構成することができ、ＰＳＣを検出し、ＨＮＢのシステム情
報を読み取るための十分なアイドル期間を有することができる。マクロセル品質が良好で
ある場合、ＷＴＲＵは、ハンドオーバ手順評価を開始することができる。ＷＴＲＵの電力
使用を制限するために、ＷＴＲＵがＳＩＢを獲得しようと試みる期間に制限を設けること
ができる。例えば、ＷＴＲＵは、タイマが満了した場合、インターＲＡＴハンドオーバ手
順を停止することができる。
【００９０】
　別の実施形態では、イベントＢ１が「インターＲＡＴ近隣セルが閾値よりも良好になっ
た」であるとして、イベントＢ１がネットワークによって構成されたケースでは、ＷＴＲ
Ｕが、例えば、ＬＴＥマクロセルに接続されており、閾値よりも良好になっているインタ
ーＲＡＴ近隣セルが、例えば、ＵＭＴＳ　ＨＮＢである場合、ＷＴＲＵは、イベントを報
告しないこと、またはトリガしないことがある。この場合、ＬＴＥマクロセルは、ＵＭＴ
Ｓ　ＨＮＢよりも高い優先順位をもつことができる。ＰＳＣがＨＮＢに対応することをＷ
ＴＲＵが検出した場合、ＷＴＲＵは、イベントＢ１を示す測定報告をトリガすることがで
き、加えて、近接性表示を伝達することができる。近接性表示は、同じ測定報告に追加す
ることができ、またはＷＴＲＵにおいて自律的サーチを開始するために使用できる異なる
測定報告に追加することができる。先に指摘したように、例において、特定のＲＡＴの役
割は、交換することができ、それらは、本明細書では説明のための例として使用される。
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【００９１】
　マクロＬＴＥセルからＵＭＴＳ　ＨＮＢへのインバウンドモビリティについてのこの新
しい制約は、ＬＴＥマクロセルのカバレッジ内にＵＭＴＳ　ＨＮＢが存在する場合に、Ｌ
ＴＥ対応ＷＴＲＵを所有しているが、ＵＭＴＳ　ＨＮＢを有していないユーザが、ＵＭＴ
Ｓ　ＨＮＢにハンドオーバすることを防止することができる。ＵＭＴＳ　ＨＮＢに接続す
るための１つの方法は、ＷＴＲＵがアイドルモードにおいてＵＭＴＳ　ＨＮＢにキャンプ
オンできるように、ＬＴＥマクロセルへの接続を中止することである。あるいは、接続モ
ードの間にＵＭＴＳ　ＨＮＢに切り換えることをユーザが望む場合、ハンドオーバを実行
するようにＷＴＲＵに強制する、またはＬＴＥマクロセルからこの特定のＵＭＴＳ　ＨＮ
Ｂへの自律的サーチを開始させる、任意選択的なインジケータを、ＵＭＴＳ　ＨＮＢにつ
いて記憶されたフィンガプリント情報に追加することができる。例えば、ＵＭＴＳ　ＨＮ
Ｂのための絶対優先順位インジケータとして、フィンガプリント情報内のフラグを使用す
ることができる。この場合、ＷＴＲＵがどのＲＡＴまたは周波数上で接続されていようと
も、ＨＮＢは、他のすべてのマクロセルよりも高い優先順位をとり、したがって、自律的
サーチがトリガされ、近接性インジケータがネットワークに伝達される。ＲＡＴおよびＲ
ＡＴに関連する優先順位を含む追加情報を、近接性表示に追加することができる。
【００９２】
　別の例示的な方法では、そのようなインターＲＡＴ自律的サーチまたはハンドオーバは
、他のＲＡＴにおいてＨＮＢを測定するための先に説明された条件が満たされていなくて
も、手動サーチを使用して、ユーザによって開始させることもできる。そのようなケース
では、ＷＴＲＵが、サーチが開始されたことを検出し、またＷＴＲＵが、フィンガプリン
ト情報内に別のＲＡＴ上の記憶されたＨＮＢを有する場合、ＷＴＲＵは、フィンガプリン
ト情報内に存在するＮＢを即座に復号しようと試みることができる。任意選択的に、ユー
ザによる手動サーチは、上述した条件が満たされなくても、ＨＮＢの測定および検出を開
始するために、測定報告で近接性表示をネットワークに送信できることを決定するように
ＷＴＲＵをトリガすることができる。この方法では、ユーザによる手動サーチは、ＲＡＴ
およびＨＮＢの間の設定された優先順位を覆すことができる。
【００９３】
　別の例示的な方法では、ＷＴＲＵが、サービングマクロセルよりも、異なるＲＡＴ上の
メンバＨＮＢのほうを好むことを指定することができる。この優先的な扱いは、例えば、
ユーザの自宅にインストールされたＨＮＢまたはユーザによって指示された任意のＨＮＢ
を含み得る参照ＨＮＢと同じＲＡＴをＨＮＢが使用しているときに、生じることができる
。参照ＨＮＢは、ＷＴＲＵ内に記憶されたフィンガプリント情報において指示することが
できる。インターＲＡＴインバウンドハンドオーバを制約するための規則は、以下の条件
、すなわち、１）現在のマクロサービングセルが、ターゲットＨＮＢとは異なるＲＡＴ上
にあること、２）参照ＨＮＢとは異なるＲＡＴを使用するターゲットＨＮＢが、ＷＴＲＵ
内に記憶されたフィンガプリント情報とマッチすること、および３）マクロサービングセ
ル品質が一定の閾値を下回ることを満たすことを含むことができる。この閾値は、ネット
ワークによって設定することができ、ＷＴＲＵによって使用される一定値とすることがで
き、またはＷＴＲＵによって決定することができる。この閾値は、共通の値またはセル毎
の値とすることができる。任意選択的に、条件は、所定の期間にわたって持続することを
必要とすることがある。
【００９４】
　３つの条件すべてが満たされる場合、ＰＳＣ／ＰＣＩを検出し、システム情報を獲得す
るためのギャップを含み得る測定構成を要求するために、または自律的ギャップを使用す
る権限を求めるために、ＷＴＲＵは、ネットワークに測定報告を送信する。条件１および
２のみが満たされる場合、ＷＴＲＵは、ＨＮＢ測定をトリガするためのどのような報告も
、ネットワークに送信しないことがある。あるいは、ＷＴＲＵは、近接性表示がＨＮＢに
対応することを示す測定報告を依然として送信することができ、測定報告にはＨＮＢのＲ
ＡＴを含むことができる。ネットワークは、ＷＴＲＵが、ネットワークから明示的な指示
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を受けて、マクロサービングセルとは異なるＲＡＴに属するＨＮＢをサーチし、測定し始
めることを可能にすることを選択することができる。
【００９５】
　別の例示的な方法では、ＲＡＴおよびＨＮＢの間の優先順位をネットワークによって明
示的に設定することができる。ネットワークは、ＬＴＥマクロセルおよび／またはＬＴＥ
　ＨＮＢがＵＭＴＳ　ＨＮＢよりも高い優先順位をもつことを、ＷＴＲＵに明示的に知ら
せることができる。したがって、ＷＴＲＵは、上述したように、ＬＴＥマクロセルまたは
ＬＴＥ　ＨＮＢの品質が閾値より下がった場合に、（近接域にある）ＵＭＴＳ　ＨＮＢの
サーチを開始することができる。他の例は、ＵＭＴＳマクロセルよりも高い優先順位をも
ち得るＬＴＥ　ＨＮＢ、またはＬＴＥ　ＨＮＢよりも高い優先順位をもち得るＵＭＴＳマ
クロセルを含むことができる。
【００９６】
　１つのＲＡＴにおけるマクロセルと別のＲＡＴにおけるＨＮＢの間のモビリティについ
ての優先順位表示は、マクロセル対マクロセルのモビリティについてのインターＲＡＴ優
先順位とは異なることができる。例えば、インターＲＡＴのマクロセル対マクロセルの優
先順位ではＬＴＥのほうが高いとしても、ＵＭＴＳ　ＨＮＢが近傍域にある場合、同じ規
則が適用可能ではないことがある。そのようなケースでは、より高い優先順位をもつこと
をＵＭＴＳ　ＨＮＢに伝えておくことができ、または暗黙的な規則によってＵＭＴＳ　Ｈ
ＮＢのほうが高い優先順位をもつ。他のＲＡＴのＨＮＢについての優先順位表示が伝達さ
れない場合、ＷＴＲＵは、１）通常のインバウンドモビリティケースに関してはＨＮＢが
優先されること、２）他のＲＡＴのＨＮＢは、マクロセル対マクロセル規則について指示
された優先順位と同じインターＲＡＴモビリティ優先順位を引き継ぐこと、または３）Ｗ
ＴＲＵは上述した規則の１つに従って動作することを仮定することができる。本明細書で
説明されるＨＮＢ優先順位設定は、同じイントラ周波数のＨＮＢ対マクロセルの優先順位
にも適用可能とすることができる。
【００９７】
　（周波数またはＲＡＴに適用可能とすることができる）インバウンドＨＮＢ優先順位表
示は、ＲＡＴ若しくは周波数に属するすべてのＣＳＧに対して設定することができ、また
はＣＳＧ毎に設定することができる。登録が成功すると、ＣＳＧおよびＲＡＴの優先順位
を設定することができ、任意選択的に後で更新することができる。例えば、いくつかのＣ
ＳＧ（例えば、ユーザのホームＣＳＧ）の場合、ＷＴＲＵが他の周波数またはＲＡＴにキ
ャンプ／接続しているとしても、ネットワークは、ＷＴＲＵがこのＣＳＧに接続しようと
試みることを好むことができる。しかし、いくつかのＣＳＧの場合、ネットワークは、Ｗ
ＴＲＵがこのＣＳＧに接続しない（すなわち、現在のマクロセルの品質が閾値を下回った
場合にだけ接続する）ことを好むことができる。
【００９８】
　あるいは、絶対ＨＮＢ　ＲＡＴ優先順位および任意選択的に絶対周波数優先順位を伝達
することができる。例えば、ネットワークは、異なるＲＡＴ優先順位を割り当てることが
できる。例えば、検出されたＨＮＢが、ＷＴＲＵが接続されたＲＡＴまたは周波数よりも
高い優先順位をもつ場合、ＷＴＲＵは、このＨＮＢに接続する取り組みにおいて自律的サ
ーチを開始することができる。検出されたＨＮＢが、優先順位のより低いＨＮＢ　ＲＡＴ
にある場合、ＷＴＲＵは、現在のＲＡＴまたは周波数の品質が閾値を下回るならば、自律
的サーチを開始することができる。現在接続されているＲＡＴについての本開示で説明さ
れる閾値は、通常のインターＲＡＴモビリティのために使用される閾値と同様とすること
ができ、またはあるいは、あまり厳格でなくてよく、ＷＴＲＵがＨＮＢに早期に接続する
ことを可能にし得る、ＨＮＢ固有の閾値とすることができる。優先順位は、シグナリング
によって、またはブロードキャストシステム情報に収めて示すことができる。
【００９９】
　一般に、ＷＴＲＵの近接域にあるＨＮＢが、（上述されたような任意の周波数および／
またはＲＡＴに関して設定された優先順位に従って）現在のマクロセルよりも高い優先順
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位をもつ場合、ＷＴＲＵは、自律的サーチを開始する（例えば、このＨＮＢへのハンドオ
ーバを実行しようと試みる）ことができる。自律的サーチは、例えば、測定報告および／
若しくは近接性表示のネットワークへの送信、並びに／またはＳＩを読み取る試みを含む
ことができる。このＨＮＢが現在のＲＡＴよりも低い優先順位をもつ場合、現在のマクロ
セルの品質が閾値を下回るならば、また任意選択的に、その品質が設定された時間にわた
って閾値を下回るならば、自律的サーチをトリガすることができる。この基準は、固定的
な優先順位の設定について上述された基準と同様である。
【０１００】
　ある状況では、インターＲＡＴインバウンドハンドオーバを試みる豊富な機会が存在し
得る。例えば、ユーザは、１つのＲＡＴ用のＨＮＢを購入することができ、その後、異な
るＲＡＴにも対応する別のＨＮＢにアップグレードすることができる。他の状況では、ユ
ーザは、１つのＲＡＴ用のＷＴＲＵと、別のＲＡＴ上で動作するＨＮＢとを有することが
でき、その後、ＷＴＲＵと同じ技術のＨＮＢを購入しようと決めることができる。加えて
、いくつかのＷＴＲＵは、マルチＲＡＴ対応とすることができ、一方、他のＷＴＲＵは、
シングルＲＡＴ用とすることができる。これらの状況は、ＷＴＲＵによる多くのインター
ＲＡＴインバウンドハンドオーバの試みをもたらし得る。これは、バッテリ使用が過剰に
なり、サービスが悪化するので、望ましくないことがある。ユーザがマクロセルカバレッ
ジにおり、ＲＡＴを異にするＨＮＢの間を移動する場合に、ハンドオーバ評価手順の回数
を制限するために、ＷＴＲＵは、ネットワークによって設定されたタイマよりも長い、特
別なＣＳＧインターＲＡＴ用のトリガまでの時間を使用することができる。あるいは、設
定されたトリガまでの時間に加算される、ＣＳＧインターＲＡＴ用のオフセットが存在す
ることもある。したがって、これらのケースでは、フィンガプリントマッチが生じた場合
、イベント報告はあまり早急にはトリガされない。ほとんどのＨＮＢはサービス向上を目
的として配備されるので、不必要なインターＲＡＴインバウンドハンドオーバを制限する
ために、ＷＴＲＵが、より長い期間にわたってマクロセル上で接続を維持することは容認
できる。例えば、以下の条件、すなわち、１）ＷＴＲＵが、あるＲＡＴのマクロセルに接
続されていること、２）ＷＴＲＵが、異なるＲＡＴのＨＮＢについてフィンガプリントマ
ッチを検出したこと、および３）ＷＴＲＵが、ＨＮＢ品質が、ＣＳＧインターＲＡＴ用の
トリガまでの時間の持続期間にわたって、ＣＳＧインターＲＡＴ用の閾値を上回ったこと
を検出したことが満たされる場合、ＷＴＲＵは、このＨＮＢについての測定イベントをネ
ットワークに報告することができる。
【０１０１】
　条件１および２は満たされるが、条件３は満たされない場合、およびマクロサービング
セルの品質が許容可能ではない（例えば、一定の閾値を下回った）場合も、ＷＴＲＵは、
このＨＮＢについての測定イベントをネットワークに報告することができる。それ以外の
場合、ＷＴＲＵは、測定イベントを送信せず、マクロサービングセルに接続され続ける。
【０１０２】
　ＣＳＧインターＲＡＴ用のトリガまでの時間は、ＬＴＥの場合のインターＲＡＴイベン
トＢ１、Ｂ２、ＵＭＴＳの場合の３Ａ、３Ｃイベント、またはＨＮＢのために指定された
新しいイベントを評価するときに、ＷＴＲＵによって使用することができる。ＣＳＧイン
ターＲＡＴ用の閾値は、ネットワークによって設定することができるが、ＷＴＲＵがメン
バＨＮＢに何らかの設定（preference）を与えることができるように、ＷＴＲＵによって
決定される閾値とすることもできる。
【０１０３】
　あるいは、条件３は、削除することができ、条件２は、ＷＴＲＵが異なるＲＡＴのＨＮ
Ｂについてフィンガプリントマッチを検出でき、このフィンガプリントマッチがＣＳＧイ
ンターＲＡＴ用のトリガまでの時間の持続期間にわたって検証されるという、代替条件２
によって置き換えることができる。この代替では、ＨＮＢ信号品質についていかなる条件
も存在しないことがあるが、フィンガプリントマッチの場合、ＨＮＢの品質は良好である
べきことが仮定される。
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【０１０４】
　別の実施形態では、インターＲＡＴ　ＨＮＢハンドオーバ測定を開始するためのイベン
トをトリガできるようになるまで一定の期間にわたって、ＷＴＲＵはマクロサービングセ
ルに接続し続けなければならないことが規定される。タイマの持続時間は、ネットワーク
によって伝達することができ、またはＷＴＲＵが知っている所定の値とすることができる
。タイマの持続時間は、ＷＴＲＵが他のＨＮＢよりも高速にあるＨＮＢにハンドオーバで
きるように、ＨＮＢ毎のフィンガプリント情報内に記憶された値とすることもできる。タ
イマはまだ満了していないが、サービングマクロセル品質がもはや許容可能ではない（例
えば、一定の閾値を下回った）場合、良好な品質を有する他の近隣マクロセルが利用可能
ではないケースでは、ＨＮＢのためのハンドオーバ測定を開始するためのイベントをトリ
ガすることを、ＷＴＲＵに許可することができる。例えば、ＵＭＴＳマクロセルからＬＴ
Ｅ　ＨＮＢへのハンドオーバは、ＬＴＥマクロセルからＵＭＴＳ　ＨＮＢへのハンドオー
バよりも高速に生じることができると決定することができる。
【０１０５】
　ＷＴＲＵが、アイドルモードにおいて、他のＲＡＴ　ＨＮＢのためのフィンガプリント
情報リストを作成するために、ＷＴＲＵは、他のＲＡＴのＣＳＧセルに対して分配された
ＰＣＩ／ＰＳＣについて知ることを必要とする。例えば、分配されたＵＭＴＳ　ＰＳＣは
、ＬＴＥシステム情報に収めてブロードキャストすることができ、一方、分配されたＬＴ
Ｅ　ＰＣＩは、ＵＭＴＳシステム情報に収めてブロードキャストすることができる。ＬＴ
Ｅ　ＳＩＢ４は、新しいＩＥ　ｕｍｔｓ－ｃｓｇ－ＰＳＣ－Ｒａｎｇｅを用いて拡張する
ことができ、一方、ＵＭＴＳ　ＳＩＢ１１ｂｉｓは、新しいＩＥ「ＬＴＥ　ＣＳＧ　ＰＣ
Ｉ分配情報」を用いて拡張することができる。このインターＲＡＴ　ＨＮＢ分配情報は、
他の既存のＳＩＢまたは新しいＳＩＢに追加することもできる。これは、ＷＴＲＵが、自
律的サーチまたは手動サーチ中に、検出されたＰＳＣ／ＰＣＩのうちのどれが他のＲＡＴ
　ＣＳＧセルに属するかを認識することを可能にする。フィンガプリント情報を記憶する
とき、ＷＴＲＵが接続モードになった後で、本明細書で説明されたようなインターＲＡＴ
インバウンドモビリティのために定義された規則をＷＴＲＵが適用できるように、ＷＴＲ
Ｕは、ＣＳＧセルのＲＡＴのタイプ（例えば、ＬＴＥまたはＵＭＴＳ）も記憶することが
できる。あるいは、他の技術に対して分配されたＰＳＣ／ＰＣＩは、専用ＲＲＣシグナリ
ング（例えば、測定制御）を介して、ＷＴＲＵに送信することができる。ネットワークは
、他のＲＡＴに対して分配されたＰＳＣ／ＰＣＩを定期的に提供することができ、または
報告は、以下のトリガ、すなわち、１）マクロサービングセル品質が悪化した（例えば、
一定の閾値を下回った）ことを示すための、ＷＴＲＵによってネットワークに報告される
マクロサービングセル測定、２）ユーザ活動が増加して、より高いデータレートが要求さ
れるようになったこと、及び３）マクロサービングセルとは異なるＲＡＴのＨＮＢだけし
か利用可能でない、または現在のマクロサービングセルと同じＲＡＴのＨＮＢはごく少数
しか利用可能でない、近隣にＷＴＲＵが存在することを、ネットワークが検出したことを
含むトリガのうちの１つ、若しくはそれらの組み合わせによって開始することができる。
【０１０６】
　実施形態
　１．ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）において実施される、ホームノードＢまた
は進化型ホームノードＢ（ＨＮＢ）を検出する方法であって、ＷＴＲＵのホワイトリスト
内にそれのクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤが存在するＨＮＢセルの近傍域にＷ
ＴＲＵが入ったことを、フィンガプリント情報に基づいて検出するステップを含む方法。
【０１０７】
　２．ＨＮＢセルの近傍域にＷＴＲＵが入ったことを示す表示をネットワークエンティテ
ィに送信するステップをさらに含む実施形態１に記載の方法。
【０１０８】
　３．測定構成メッセージを受信するステップをさらに含む実施形態１～２のいずれかに
記載の方法。
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【０１０９】
　４．測定を実行するステップをさらに含む実施形態１～３のいずれかに記載の方法。
【０１１０】
　５．表示は、測定報告メッセージの新しい測定タイプまたは新しいＲＲＣ（無線リソー
ス制御）メッセージの一方を介して、ネットワークエンティティに送信される実施形態１
～４のいずれかに記載の方法。
【０１１１】
　６．測定構成メッセージは、要求された周波数およびＲＡＴ上でＨＮＢセルのプライマ
リスクランブリングコード（ＰＳＣ）または物理セル識別情報（ＰＣＩ）の一方を検出す
るために使用される実施形態１～５のいずれかに記載の方法。
【０１１２】
　７．ＷＴＲＵは、周波数またはＲＡＴを測定するように、圧縮モードまたは測定ギャッ
プの一方を用いて構成される実施形態１～６のいずれかに記載の方法。
【０１１３】
　８．測定構成メッセージは、イントラ周波数測定、インター周波数測定、またはインタ
ーＲＡＴ測定の１つとすることができる実施形態１～７のいずれかに記載の方法。
【０１１４】
　９．表示は、報告をトリガしたＨＮＢセルの周波数、無線アクセス技術、またはセル識
別情報の少なくとも１つを含む実施形態１～８のいずれかに記載の方法。
【０１１５】
　１０．周波数およびＲＡＴ上でのＨＮＢセル検出のサポートを伝達するステップをさら
に含む実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
【０１１６】
　１１．ＲＡＴのための構成を受信するステップであって、構成は、近接性検出と、ＷＴ
ＲＵがＨＮＢセルの近接域に入るまたはそこから出ることを条件とする近接性検出に応答
した報告の送信／受信とを可能にする、ステップをさらに含む実施形態１～１０のいずれ
かに記載の方法。
【０１１７】
　１２．構成は、新しい測定タイプの形式で提供される実施形態１～１１のいずれかに記
載の方法。
【０１１８】
　１３．構成は、ＲＲＣメッセージで提供される実施形態１～１２のいずれかに記載の方
法。
【０１１９】
　１４．ＷＴＲＵは、フィンガプリント情報を使用して、構成されたＲＡＴ上でＨＮＢセ
ルの近接性を検出し始める実施形態１～１３のいずれかに記載の方法。
【０１２０】
　１５．ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧ　ＩＤが存在するＨＮＢセルの近傍
域からＷＴＲＵが出つつあることを検出するステップと、ネットワークエンティティに通
知するステップとをさらに含む実施形態１～１４のいずれかに記載の方法。
【０１２１】
　１６．測定構成を取り除く構成を受信するステップをさらに含む実施形態１～１５のい
ずれかに記載の方法。
【０１２２】
　１７．通知は、測定報告メッセージまたは新しいＲＲＣメッセージの一方を介して送信
される実施形態１～１６のいずれかに記載の方法。
【０１２３】
　１８．測定報告メッセージおよび新しいＲＲＣメッセージは、ネットワークエンティテ
ィに表示を送信するためにも使用される実施形態１～１７のいずれかに記載の方法。
【０１２４】
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　１９．ＷＴＲＵは、一定の期間中にある回数よりも多く表示を送信することを許可され
ないことがある実施形態１～１８のいずれかに記載の方法。
【０１２５】
　２０．ホームノードＢまたは（進化型）ホームノードＢ（ＨＮＢ）を検出するためのＷ
ＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）であって、プロセッサを備えるＷＴＲＵ。
【０１２６】
　２１．プロセッサと通信する受信機をさらに備える実施形態２０に記載のＷＴＲＵ。
【０１２７】
　２２．ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤ
が存在するＨＮＢセルの近傍域にＷＴＲＵが入ったことを、フィンガプリント情報に基づ
いて、検出するように構成された、プロセッサおよび受信機をさらに備える実施形態２０
～２１のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【０１２８】
　２３．プロセッサと通信する送信機をさらに備える実施形態２０～２２のいずれか１つ
に記載のＷＴＲＵ。
【０１２９】
　２４．ＨＮＢセルの近傍域にＷＴＲＵが入ったことを示す表示をネットワークエンティ
ティに送信するように構成された送信機をさらに備える実施形態２０～２３のいずれか１
つに記載のＷＴＲＵ。
【０１３０】
　２５．測定構成メッセージを受信するように構成された受信機をさらに備える実施形態
２０～２４のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【０１３１】
　２６．測定を実行するように構成されたプロセッサをさらに備える実施形態２０～２５
のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【０１３２】
　２７．表示は、測定報告メッセージの新しい測定タイプまたは新しいＲＲＣ（無線リソ
ース制御）メッセージの一方を介して、ネットワークエンティティに送信される実施形態
２０～２６のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【０１３３】
　２８．受信機は、ＲＡＴのための構成を受信するように構成され、構成は、近接性検出
と、ＷＴＲＵがＨＮＢセルの近接域に入るまたはそこから出ることを条件とする近接性検
出に応答した報告の送信／受信とを可能にする実施形態２０～２７のいずれか１つに記載
のＷＴＲＵ。
【０１３４】
　２９．ＷＴＲＵのホワイトリスト内にそれのＣＳＧ　ＩＤが存在するＨＮＢセルの近傍
域からＷＴＲＵが出つつあることを検出し、ネットワークエンティティに通知するように
構成された、受信機およびプロセッサをさらに備える実施形態２０～２８のいずれか１つ
に記載のＷＴＲＵ。
【０１３５】
　３０．少なくとも１つの周波数についてホームノードＢ（ＨＮＢ）のプライマリスクラ
ンブリングコード（ＰＳＣ）または物理セル識別情報（ＰＣＩ）を検出および測定するた
めに、ギャップを可能にする構成を要求する通知を送信するステップを含む方法。
【０１３６】
　３１．近隣ＨＮＢを検出するために、インター周波数測定またはインターＲＡＴ測定を
実行するよう求める要求を送信するステップをさらに含む実施形態３０に記載の方法。
【０１３７】
　３２．ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）がいかなるフィンガプリント情報も有さ
ず、ＷＴＲＵがＨＮＢのカバレッジ内にいるかどうかを見出すいかなる能力も有さないと
いう条件において、イベントを求める要求を送信するステップをさらに含む実施形態３０
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～３１のいずれか１つに記載の方法。
【０１３８】
　３３．「インター周波数ＨＮＢを検出するためのギャップを求める要求」と題するイベ
ントを求める要求を送信するステップをさらに含む実施形態３０～３２のいずれか１つに
記載の方法。
【０１３９】
　３４．イベントは、現在接続モードにあるＨＮＢの、手動ＨＮＢサーチの開始の結果と
してトリガされる実施形態３０～３３のいずれか１つに記載の方法。
【０１４０】
　３５．ＷＴＲＵは、圧縮モードを用いて構成される実施形態３０～３４のいずれか１つ
に記載の方法。
【０１４１】
　３６．他の周波数上でＨＮＢ　ＰＳＣを検出するステップをさらに含む実施形態３０～
３５のいずれか１つに記載の方法。
【０１４２】
　３７．ＨＮＢについて定期的サーチを実行するステップをさらに含む実施形態３０～３
６のいずれか１つに記載の方法。
【０１４３】
　３８．タイマが満了したという条件において、現在の周波数および少なくとも１つの他
の周波数においてＨＮＢサーチを実行するステップをさらに含む実施形態３０～３７のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１４４】
　３９．所望のＰＳＣが近隣リスト内で検出されたという条件において、ギャップを要求
するためのイベントをトリガするステップをさらに含む実施形態３０～３８のいずれか１
つに記載の方法。
【０１４５】
　４０．ＷＴＲＵは、ＣＰＣ　ＤＲＸ（不連続受信）を用いて構成される実施形態３０～
３９のいずれか１つに記載の方法。
【０１４６】
　４１．イベントは、タイマが満了してもＷＴＲＵがＨＮＢのＰＳＣを検出していないと
いう条件においてのみ、トリガされる実施形態３０～４０のいずれか１つに記載の方法。
【０１４７】
　４２．タイマは、ＰＳＣまたはＰＣＩの検出時に停止させられる実施形態３０～４１の
いずれか１つに記載の方法。
【０１４８】
　４３．測定イベントがトリガされた原因の表示を送信するステップをさらに含む実施形
態３０～４２のいずれか１つに記載の方法。
【０１４９】
　４４．ＷＴＲＵは、フィンガプリント情報を有し、ＵＳＩＭ内に記憶されたＨＮＢの少
なくとも１つが、サービングマクロセルとは異なる周波数を使用しており、ＷＴＲＵの現
在ロケーションに近いことを、記憶したフィンガプリントを使用することによって検出す
る実施形態３０～４３のいずれか１つに記載の方法。
【０１５０】
　４５．「異なる周波数上の１つまたは複数のＨＮＢが現在のＷＴＲＵロケーションとマ
ッチする」と題するイベントをトリガするステップをさらに含む実施形態３０～４４のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１５１】
　４６．近隣周波数においてＨＮＢを測定する設定を報告するステップをさらに含む実施
形態３０～４５のいずれか１つに記載の方法。
【０１５２】
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　４７．ＨＮＢについてイベントがトリガされたこと、および異なる周波数または異なる
システム上でＨＮＢを測定することをＷＴＲＵが望んでいることを示す追加の１ビットＩ
Ｅ（情報要素）をイベント２ｆに応答して送信するステップをさらに含む実施形態３０～
４６のいずれか１つに記載の方法。
【０１５３】
　４８．追加のＩＥは、以下のＩＥ、すなわち、測定報告構造、イベント結果、インター
周波数イベント結果、またはイベント２ｆ情報を含むサブＩＥの拡張のうちの少なくとも
１つに追加される実施形態３０～４７のいずれか１つに記載の方法。
【０１５４】
　４９．ＨＮＢ関連イベントについてネットワークに通知するためにＷＴＲＵによって使
用される測定イベントグループを提供するステップをさらに含む実施形態３０～４８のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１５５】
　５０．他の周波数上でＨＮＢを検出するために、ＲＲＣ（無線リソース制御）メッセー
ジを介してネットワークにギャップを要求するステップをさらに含む実施形態３０～４９
のいずれか１つに記載の方法。
【０１５６】
　５１．イベントがトリガされた原因を示すためのＩＥを報告において提供するステップ
をさらに含む実施形態３０～５０のいずれか１つに記載の方法。
【０１５７】
　５２．イベントがトリガされた原因は、以下のもの、すなわち、手動サーチ、ＷＴＲＵ
による定期的サーチ、ロケーション、フィンガプリントがＷＴＲＵのホワイトリスト内に
記憶された少なくとも１つのＨＮＢのフィンガプリントとマッチしたこと、またはＰＳＣ
が近隣リストにあることのうちの少なくとも１つを含む実施形態３０～５１のいずれか１
つに記載の方法。
【０１５８】
　５３．報告は、以下のもの、すなわち、ＷＴＲＵのホワイトリストに記憶された既知の
ＨＮＢ周波数、ＷＴＲＵのホワイトリストに記憶された既知のＨＮＢ　ＰＳＣ、ホワイト
リストのＷＴＲＵ　ＣＳＧ　ＩＤ部分、またはシステムのタイプのうちの少なくとも１つ
を含む、追加の情報を含む実施形態３０～５２のいずれか１つに記載の方法。
【０１５９】
　５４．圧縮モードギャップを割り当てるべきかどうかと、ギャップの持続時間とを決定
するステップをさらに含む実施形態３０～５３のいずれか１つに記載の方法。
【０１６０】
　５５．クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）セルが利用可能ではなく、ＷＴＲＵがイン
ター周波数インター周波数ＨＮＢを測定しないことを示すＲＲＣメッセージが伝達される
実施形態３０～５４のいずれか１つに記載の方法。
【０１６１】
　５６．ＨＮＢ　ＰＳＣを検出するために割り当てられたギャップは、明示的に解放され
る実施形態３０～５５のいずれか１つに記載の方法。
【０１６２】
　５７．ギャップは、以下のもの、すなわち、一定の期間が経過してもＷＴＲＵがいかな
るＨＮＢ　ＰＳＣも検出せず、したがって、いかなるＨＮＢ　ＰＳＣもネットワークに報
告しなかったこと、他の周波数または他のシステムにおいて検出されたＨＮＢの品質が一
定の閾値を下回ること、ＷＴＲＵがホワイトリスト上に存在しないＨＮＢ　ＰＳＣしか検
出しなかったこと、記憶したＨＮＢフィンガプリントを使用して、ＷＴＲＵが許可された
ＨＮＢの近傍域から出つつあることを検出したこと、ＷＴＲＵがホワイトリスト内に存在
するＣＳＧ　ＩＤを有する家庭用のＨＮＢを測定したが、いかなる家庭用のＨＮＢも見出
さなかったこと、許容可能なＨＮＢが検出されなかったことのうちの少なくとも１つの結
果として解放される実施形態３０～５６のいずれか１つに記載の方法。
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【０１６３】
　５８．ギャップの解放は、ネットワークによってトリガされる実施形態３０～５７のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１６４】
　５９．ギャップの解放は、ＷＴＲＵによってトリガされる実施形態３０～５８のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１６５】
　６０．通知は、ギャップが必要とされないことをネットワークに示すインター周波数イ
ベントを介して送信される実施形態３０～５９のいずれか１つに記載の方法。
【０１６６】
　６１．圧縮モードを解除するようにＷＴＲＵに指示する信号を受信するステップをさら
に含む実施形態３０～６０のいずれか１つに記載の方法。
【０１６７】
　６２．ギャップを自律的に解放するステップをさらに含む実施形態３０～６１のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１６８】
　６３．他の周波数上でＨＮＢを検出するために以前に割り当てられたギャップを解放し
なければならないことをネットワークに示すＩＥを有する測定報告イベントを送信するス
テップをさらに含む実施形態３０～６２のいずれか１つに記載の方法。
【０１６９】
　６４．ＩＥは、ＷＴＲＵがギャップを自律的に解放したことをネットワークに示す実施
形態３０～６３のいずれか１つに記載の方法。
【０１７０】
　６５．インター周波数ＨＮＢを検出するために割り当てられたギャップを解放するよう
求める要求を示すＩＥを含む信号を送信するステップをさらに含む実施形態３０～６４の
いずれか１つに記載の方法。
【０１７１】
　６６．インター周波数ＨＮＢを検出するために割り当てられたギャップをＷＴＲＵが解
放した旨の通知を示すＩＥを含む信号を送信するステップをさらに含む実施形態３０～６
５のいずれか１つに記載の方法。
【０１７２】
　６７．ギャップの解放の原因を説明するＩＥを送信するステップをさらに含む実施形態
３０～６６のいずれか１つに記載の方法。
【０１７３】
　６８．ギャップを解放するようネットワークに要求するためのＲＲＣメッセージを送信
するステップをさらに含む実施形態３０～６７のいずれか１つに記載の方法。
【０１７４】
　６９．ＨＮＢへのハンドオーバが生じたという条件において、ギャップを解放するステ
ップをさらに含む実施形態３０～６８のいずれか１つに記載の方法。
【０１７５】
　７０．いかなるＳＩＢ（システム情報ブロック）も伴わずに、ＣＰＩＣＨ（共通パイロ
ットチャネル）を送信するステップをさらに含む実施形態３０～６９のいずれか１つに記
載の方法。
【０１７６】
　７１．ＨＮＢの周波数を示し、セルがＨＮＢセルであることを示すＭＩＢ（マスタ情報
ブロック）を送信するステップをさらに含む実施形態３０～７０のいずれか１つに記載の
方法。
【０１７７】
　７２．イントラ周波数測定を実行しながらＰＳＣを検出するステップと、ＨＮＢの対応
する周波数上で追加の測定を実行するために、ギャップを要求するステップとをさらに含
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む実施形態３０～７１のいずれか１つに記載の方法。
【０１７８】
　７３．ギャップは、以下の条件、すなわち、ＷＴＲＵがＨＮＢ　ＰＳＣを検出したこと
、ＷＴＲＵがホワイトリスト内に存在するＨＮＢ　ＰＳＣを検出したこと、ＷＴＲＵが既
知のフィンガプリントロケーション内に含まれるＨＮＢ　ＰＳＣを検出したこと、ＷＴＲ
Ｕが手動サーチを実行し、近隣周波数においてＨＮＢが存在することを検出したこと、Ｗ
ＴＲＵが定期的サーチを実行したこと、ＷＴＲＵがハイブリッドセルの予約ＰＳＣ範囲内
に存在するＨＮＢ　ＰＳＣを検出したこと、ＷＴＲＵがＣＳＧセルの予約ＰＳＣ範囲内に
存在するＨＮＢ　ＰＳＣを検出したことのうちの少なくとも１つにおいて要求される実施
形態３０～７２のいずれか１つに記載の方法。
【０１７９】
　７４．過剰な数のギャップ要求およびギャップ割り当てを防止するステップをさらに含
む実施形態３０～７３のいずれか１つに記載の方法。
【０１８０】
　７５．ＷＴＲＵは、一定の期間中にＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出するための所定の数
の要求ギャップを有する実施形態３０～７４のいずれか１つに記載の方法。
【０１８１】
　７６．定期性はネットワークによって伝達される実施形態３０～７５のいずれか１つに
記載の方法。
【０１８２】
　７７．定期性はブロードキャスト情報の一部である実施形態３０～７６のいずれか１つ
に記載の方法。
【０１８３】
　７８．定期性はＷＴＲＵ内に記憶される実施形態３０～７７のいずれか１つに記載の方
法。
【０１８４】
　７９．定期性はＨＮＢ毎に異なる実施形態３０～７８のいずれか１つに記載の方法。
【０１８５】
　８０．定期性はユーザの移動性に依存する実施形態３０～７９のいずれか１つに記載の
方法。
【０１８６】
　８１．ネットワークがＷＴＲＵの近傍域にＨＮＢが存在しないことを知っていることに
応答して、ＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出するためのギャップの要求に対する拒否を受信
するステップをさらに含む実施形態３０～８０のいずれか１つに記載の方法。
【０１８７】
　８２．フィンガプリントマッチに基づいたギャップ要求だけが許可され、定期的要求は
禁止される旨の表示を既存の信号で受信するステップをさらに含む実施形態３０～８１の
いずれか１つに記載の方法。
【０１８８】
　８３．フィンガプリント情報を検証するステップをさらに含む実施形態３０～８２のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１８９】
　８４．ＨＮＢギャップ毎の有効性タイマは、フィンガプリントがＷＴＲＵ内に記憶され
たときに開始させられる実施形態３０～８３のいずれか１つに記載の方法。
【０１９０】
　８５．有効性タイマの満了時、ＨＮＢに関連するフィンガプリントは、削除される実施
形態３０～８４のいずれか１つに記載の方法。
【０１９１】
　８６．定期的タイマは、すべてのＨＮＢフィンガプリントを定期的に削除するために使
用される実施形態３０～８５のいずれか１つに記載の方法。
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【０１９２】
　８７．少なくとも１つのＨＮＢフィンガプリントは、ＲＲＣメッセージの受信時に削除
される実施形態３０～８６のいずれか１つに記載の方法。
【０１９３】
　８８．少なくとも１つのＨＮＢフィンガプリントは、ハンドオーバ拒否時に削除される
実施形態３０～８７のいずれか１つに記載の方法。
【０１９４】
　８９．ＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩ検出能力を伝達するステップをさらに含む実施形態３０
～８８のいずれか１つに記載の方法。
【０１９５】
　９０．伝達はＩＥを用いて行われる実施形態３０～８９のいずれか１つに記載の方法。
【０１９６】
　９１．伝達はＲＲＣ接続要求メッセージを用いて行われる実施形態３０～９０のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１９７】
　９２．伝達はＲＲＣ接続セットアップ完了メッセージを用いて行われる実施形態３０～
９１のいずれか１つに記載の方法。
【０１９８】
　９３．伝達はＷＴＲＵが他の周波数上でＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出するためのギャ
ップを要求することが可能であることを示す実施形態３０～９２のいずれか１つに記載の
方法。
【０１９９】
　９４．ＷＴＲＵは、異なるＲＡＴにおいてＨＮＢ　ＰＳＣ／ＰＣＩを検出するためのギ
ャップを要求することが可能である実施形態３０～９３のいずれか１つに記載の方法。
【０２００】
　９５．ＷＴＲＵは、サービングマクロセル周波数上でＵＭＴＳの場合のＣＰＩＣＨまた
はＬＴＥの場合のＰＳＳ／ＳＳＳを送信するインター周波数ＨＮＢのＰＳＣ／ＰＣＩを検
出することが可能である実施形態３０～９４のいずれか１つに記載の方法。
【０２０１】
　９６．明示的な伝達によって能力を解除するステップをさらに含む実施形態３０～９５
のいずれか１つに記載の方法。
【０２０２】
　９７．ネットワークおよびＷＴＲＵがインバウンドモビリティをサポートすることを知
って、測定ギャップまたはトリガイベントを要求するステップをさらに含む実施形態３０
～９６のいずれか１つに記載の方法。
【０２０３】
　９８．インバウンドモビリティのための測定をトリガするイベントのための構成メッセ
ージを受信するステップをさらに含む実施形態３０～９７のいずれか１つに記載の方法。
【０２０４】
　９９．インター周波数、インターＲＡＴ、またはイントラ周波数モビリティは、構成メ
ッセージに基づいてサポートされる実施形態３０～９８のいずれか１つに記載の方法。
【０２０５】
　１００．信号は、インバウンドモビリティがホームノードＢに対してサポートされるＲ
ＲＣ接続手順時に受信される実施形態３０～９９のいずれか１つに記載の方法。
【０２０６】
　１０１．信号は、インバウンドモビリティがホームノードＢに対してサポートされない
エリアへの移動時に受信される実施形態３０～１００のいずれか１つに記載の方法。
【０２０７】
　１０２．インター周波数モビリティ、イントラ周波数測定インバウンドモビリティ、ま
たはインターＲＡＴモビリティに対するサポートを示す信号が受信される実施形態３０～
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１０１のいずれか１つに記載の方法。
【０２０８】
　１０３．ＬＴＥからＨＮＢ　ＵＭＴＳへのモビリティ、ＵＭＴＳからＨＮＢ　ＬＴＥへ
のモビリティ、またはインターＲＡＴモビリティのサポートを示す信号が受信される実施
形態３０～１０２のいずれか１つに記載の方法。
【０２０９】
　１０４．測定イベントは、ホームノードＢ（ＨｅＮＢ）のイントラ周波数測定のために
構成することができる実施形態３０～１０３のいずれか１つに記載の方法。
【０２１０】
　１０５．ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）が存在しないＨＮＢにアクセスしよう
とさらに試みることを防止するために、誤ったホームノードＢ（ＨＮＢ）フィンガプリン
トマッチを検出する方法であって、少なくとも１つの周波数についてターゲットホームノ
ードＢ（ＨＮＢ）のプライマリスクランブリングコード（ＰＳＣ）または物理セル識別情
報（ＰＣＩ）の少なくとも一方を検出および測定するために、ギャップの割り当てを求め
る要求を生成するステップであって、要求は、ターゲットＨＮＢに対応するセルグローバ
ル識別情報（ＣＧＩ）も含む、ステップと、要求を送信するステップとを含む方法。
【０２１１】
　１０６．ターゲットＨＮＢに対応するＣＧＩは、メモリ内の容認されたＨＮＢからなる
ホワイトリスト内に記憶される実施形態１０５に記載の方法。
【０２１２】
　１０７．要求を送信してから所定の期間で満了するようにタイマを設定するステップを
さらに含む実施形態１０５～１０６のいずれか１つに記載の方法。
【０２１３】
　１０８．要求を送信してから所定の期間以内に要求に対する応答が受信されないという
条件において、ターゲットＨＮＢに対応するＣＧＩをホワイトリストから取り除くステッ
プをさらに含む実施形態１０５～１０７のいずれか１つに記載の方法。
【０２１４】
　１０９．ＣＧＩに対応するターゲットＨＮＢが存在しない旨の通知を受信するステップ
と、通知の受信に応答して、ターゲットＨＮＢに対応するＣＧＩをホワイトリストから取
り除くステップとをさらに含む実施形態１０５～１０８のいずれか１つに記載の方法。
【０２１５】
　１１０．ＷＴＲＵが、少なくとも１つの周波数についてターゲットホームノードＢ（Ｈ
ＮＢ）のプライマリスクランブリングコード（ＰＳＣ）または物理セル識別情報（ＰＣＩ
）の少なくとも一方を検出および測定できるように、ギャップの割り当てを求める要求を
生成し、ノードＢ（ＮＢ）に送信するように構成された送信ユニットであって、要求は、
ターゲットＨＮＢに対応するセルグローバル識別情報（ＣＧＩ）も含む、送信ユニットを
備えるＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）。
【０２１６】
　１１１．ターゲットＨＮＢに対応するＣＧＩを含む、容認されたＨＮＢからなるホワイ
トリストを記憶するように構成されたメモリをさらに備える実施形態１１０に記載のＷＴ
ＲＵ。
【０２１７】
　１１２．タイマと、要求を送信してから所定の期間で満了するようにタイマを設定する
ように構成された処理ユニットをさらに備える実施形態１１０～１１１のいずれか１つに
記載のＷＴＲＵ。
【０２１８】
　１１３．プロセッサは、要求を送信してから所定の期間以内に要求に対する応答が受信
されないという条件で、ターゲットＨＮＢに対応するＣＧＩをホワイトリストから取り除
くようにさらに構成される実施形態１１０～１１２のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【０２１９】
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　１１４．ＣＧＩに対応するターゲットＨＮＢが存在しない旨の通知を受信するように構
成された受信機をさらに備え、プロセッサは、通知の受信に応答して、ターゲットＨＮＢ
に対応するＣＧＩをホワイトリストから取り除くようにさらに構成される実施形態１１０
～１１３のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【０２２０】
　１１５．ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）が存在しないＨＮＢにアクセスしよう
とさらに試みることを防止するために、誤ったホームノードＢ（ＨＮＢ）フィンガプリン
トマッチを検出する方法であって、ＷＴＲＵにギャップを割り当てるよう求める要求を受
信するステップであって、要求は、ＷＴＲＵのターゲットＨＮＢに対応するセルグローバ
ル識別情報（ＣＧＩ）を含む、ステップと、ＣＧＩに対応するＨＮＢが存在するかどうか
を判定し、ＣＧＩに対応するＨＮＢが存在しないという条件において、ターゲットＨＮＢ
が存在しない旨の通知をＷＴＲＵに送信するステップとを含む方法。
【０２２１】
　１１６．ターゲットＨＮＢが存在するという条件において、ＷＴＲＵにギャップを割り
当てるべきかどうかを判定するステップと、ＨＮＢがＷＴＲＵの範囲内に存在するという
条件において、ＷＴＲＵにギャップを割り当てるステップとをさらに含む実施形態１１５
に記載の方法。
【０２２２】
　１１７．ターゲットＨＮＢがＷＴＲＵの範囲内に存在するかどうかを判定するステップ
と、ターゲットＨＮＢがＷＴＲＵの範囲内に存在しないという条件において、ギャップの
割り当てを求めるＷＴＲＵの要求を拒否する通知を送信するステップとをさらに含む実施
形態１１５～１１６のいずれか１つに記載の方法。
【０２２３】
　１１８．ＣＧＩに対応するターゲットＨＮＢが利用不可能であることを示すＲＲＣ（無
線リソース制御）メッセージを送信するステップをさらに含む実施形態１１５～１１７の
いずれか１つに記載の方法。
【０２２４】
　１１９．ＷＴＲＵにギャップを割り当てるよう求める要求を受信するように構成された
受信ユニットであって、要求は、ＷＴＲＵのターゲットＨＮＢに対応するセルグローバル
識別情報（ＣＧＩ）を含む、受信ユニットと、ＣＧＩに対応するＨＮＢが存在するかどう
かを判定し、ＣＧＩに対応するＨＮＢが存在しないという条件において、ターゲットＨＮ
Ｂが存在しない旨の通知をＷＴＲＵに送信するように構成された処理ユニットとを備える
ＮＢ（ノードＢ）。
【０２２５】
　１２０．処理ユニットは、ターゲットＨＮＢが存在すると処理ユニットが判定したとい
う条件において、ＷＴＲＵにギャップを割り当てるべきかどうかを判定し、ＨＮＢがＷＴ
ＲＵの範囲内に存在するという条件において、ＷＴＲＵにギャップを割り当てるようにさ
らに構成される実施形態１１９に記載のＮＢ。
【０２２６】
　１２１．処理ユニットは、ターゲットＨＮＢがＷＴＲＵの範囲内に存在するかどうかを
判定し、ターゲットＨＮＢがＷＴＲＵの範囲内に存在しないと処理ユニットが判定したと
いう条件において、ギャップの割り当てを求めるＷＴＲＵの要求を拒否する通知を生成し
、ＷＴＲＵに送信するように送信ユニットを制御するようにさらに構成される実施形態１
１９～１２０のいずれか１つに記載のＮＢ。
【０２２７】
　１２２．処理ユニットは、ＣＧＩに対応するターゲットＨＮＢが利用不可能であること
を示すＲＲＣ（無線リソース制御）メッセージをＷＴＲＵに送信するようにさらに構成さ
れる実施形態１１９～１２１のいずれか１つに記載のＮＢ。
【０２２８】
　１２３．ワイヤレス通信において使用される方法であって、接続モードハンドオーバ判
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定を実行するステップを含む方法。
【０２２９】
　１２４．ハンドオーバは、インター周波数ハンドオーバである実施形態１２３に記載の
方法。
【０２３０】
　１２５．インター周波数ハンドオーバは、第１の周波数を使用する第１の基地局から第
２の周波数を使用する第２の基地局に通信セッションを伝送することを含む実施形態１２
３～１２４のいずれか１つに記載の方法。
【０２３１】
　１２６．ハンドオーバは、イントラ周波数ハンドオーバである実施形態１２３～１２５
のいずれか１つに記載の方法。
【０２３２】
　１２７．イントラ周波数ハンドオーバは、第１の周波数を使用する第１の基地局から第
１の周波数を使用する第２の基地局に通信セッションを伝送することを含む実施形態１２
３～１２６のいずれか１つに記載の方法。
【０２３３】
　１２８．ハンドオーバは、インターＲＡＴハンドオーバである、実施形態１２３～１２
７のいずれか１つに記載の方法。
【０２３４】
　１２９．インターＲＡＴハンドオーバは、第１のＲＡＴを使用する第１の基地局から第
２のＲＡＴを使用する第２の基地局に通信セッションを伝送することを含む実施形態１２
３～１２８のいずれか１つに記載の方法。
【０２３５】
　１３０．イントラＲＡＴハンドオーバの場合のハンドリング、実施形態１２３～１２９
のいずれか１つに記載の方法。
【０２３６】
　１３１．イントラＲＡＴハンドオーバは、第１のＲＡＴを使用する第１の基地局から第
１のＲＡＴを使用する第２の基地局に通信セッションを伝送することを含む実施形態１２
３～１３０のいずれか１つに記載の方法。
【０２３７】
　１３２．第１の基地局は、マクロセルであり、第２の基地局は、ホームノードＢ（ＨＮ
Ｂ）である実施形態１２３～１３１のいずれか１つに記載の方法。
【０２３８】
　１３３．第１の基地局は、ＨＮＢであり、第２の基地局は、マクロセルである実施形態
１２３～１３２のいずれか１つに記載の方法。
【０２３９】
　１３４．マクロセルは、ＵＭＴＳノードＢである実施形態１２３～１３３のいずれか１
つに記載の方法。
【０２４０】
　１３５．マクロセルは、ＬＴＥ　Ｅ－ＵＴＲＡＮノードＢ（ｅＮＢ）である実施形態１
２３～１３４のいずれか１つに記載の方法。
【０２４１】
　１３６．ＨＮＢは、ＵＭＴＳ　ＨＮＢである実施形態１２３～１３５のいずれか１つに
記載の方法。
【０２４２】
　１３７．ＨＮＢは、ＬＴＥホームＥ－ＵＴＲＡＮノードＢ（ＨｅＮＢ）である実施形態
１２３～１３６のいずれか１つに記載の方法。
【０２４３】
　１３８．ＨＮＢは、フェムトセルである実施形態１２３～１３７のいずれか１つに記載
の方法。
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【０２４４】
　１３９．ＨＮＢは、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）環境で動作するように構成さ
れる実施形態１２３～１３８のいずれか１つに記載の方法。
【０２４５】
　１４０．接続モードハンドオーバ判定の実行は、第１の基地局に関する測定を実行する
ことを含む実施形態１２３～１３９のいずれか１つに記載の方法。
【０２４６】
　１４１．接続モードハンドオーバ判定の実行は、第２の基地局に関する測定を実行する
ことを含む実施形態１２３～１４０のいずれか１つに記載の方法。
【０２４７】
　１４２．接続モードハンドオーバ判定の実行は、測定の実行を開始することを含む実施
形態１２３～１４１のいずれか１つに記載の方法。
【０２４８】
　１４３．測定の実行は、基地局のシステム情報を読み取ることを含む実施形態１２３～
１４２のいずれか１つに記載の方法。
【０２４９】
　１４４．システム情報の読み取りは、プライマリスクランブリングコード（ＰＳＣ）を
読み取ることを含む実施形態１２３～１４３のいずれか１つに記載の方法。
【０２５０】
　１４５．システム情報の読み取りは、物理セル識別情報（ＰＣＩ）を読み取ることを含
む実施形態１２３～１４４のいずれか１つに記載の方法。
【０２５１】
　１４６．接続モードハンドオーバ判定の実行は、予備アクセスチェックを実行すること
を含む実施形態１２３～１４５のいずれか１つに記載の方法。
【０２５２】
　１４７．予備アクセスチェックは、基地局がホワイトリスト上に存在するかどうかを評
価することを含む実施形態１２３～１４６のいずれか１つに記載の方法。
【０２５３】
　１４８．接続モードハンドオーバ判定の実行は、基地局をネットワークに報告すること
を含む実施形態１２３～１４７のいずれか１つに記載の方法。
【０２５４】
　１４９．接続モードハンドオーバ判定の実行は、ＰＳＣ／ＰＣＩ分配を受信することを
含む実施形態１２３～１４８のいずれか１つに記載の方法。
【０２５５】
　１５０．接続モードハンドオーバ判定の実行は、ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット
）において実行される実施形態１２３～１４９のいずれか１つに記載の方法。
【０２５６】
　１５１．ＷＴＲＵは、ＨＮＢに関連するＣＳＧのメンバである実施形態１２３～１５０
のいずれか１つに記載の方法。
【０２５７】
　１５２．接続モードハンドオーバ判定の実行は、マクロセルから受信した信号の品質測
定値を閾値と比較することを含む実施形態１２３～１５１のいずれか１つに記載の方法。
【０２５８】
　１５３．ＷＴＲＵがＨＮＢの範囲内にいることを検出するステップをさらに含む実施形
態１２３～１５２のいずれか１つに記載の方法。
【０２５９】
　１５４．検出は、記憶した情報を評価することを含む実施形態１２３～１５３のいずれ
か１つに記載の方法。
【０２６０】
　１５５．記憶した情報は、ＨＮＢに関連するフィンガプリントを含む実施形態１２３～
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１５４のいずれか１つに記載の方法。
【０２６１】
　１５６．情報は、ＨＮＢのロケーションを含む実施形態１２３～１５５のいずれか１つ
に記載の方法。
【０２６２】
　１５７．接続モードハンドオーバ判定の実行は、自律的サーチを開始することを含む実
施形態１２３～１５６のいずれか１つに記載の方法。
【０２６３】
　１５８．自律的サーチの開始は、ＨＮＢ近接性表示をネットワークに報告することを含
む実施形態１２３～１５７のいずれか１つに記載の方法。
【０２６４】
　１５９．開始は、マクロセルのチャネル状態の悪化に応答して実行される実施形態１２
３～１５８のいずれか１つに記載の方法。
【０２６５】
　１６０．開始は、チャネル品質が閾値にパスしたという条件において実行される実施形
態１２３～１５９のいずれか１つに記載の方法。
【０２６６】
　１６１．接続モードハンドオーバ判定の実行は、測定報告をネットワークに送信するこ
とを含む実施形態１２３～１６０のいずれか１つに記載の方法。
【０２６７】
　１６２．閾値は、ネットワークによって設定される実施形態１２３～１６１のいずれか
１つに記載の方法。
【０２６８】
　１６３．閾値は、固定値である実施形態１２３～１６２のいずれか１つに記載の方法。
【０２６９】
　１６４．閾値は、ＷＴＲＵによって決定される実施形態１２３～１６３のいずれか１つ
に記載の方法。
【０２７０】
　１６５．閾値は、基地局に関連する実施形態１２３～１６４のいずれか１つに記載の方
法。
【０２７１】
　１６６．測定報告は、スケジュールされた測定ギャップを求める要求を含む実施形態１
２３～１６５のいずれか１つに記載の方法。
【０２７２】
　１６７．測定報告は、ＨＮＢの近接性を示す実施形態１２３～１６６のいずれか１つに
記載の方法。
【０２７３】
　１６８．接続モードハンドオーバ判定の実行は、ネットワークから受信したメッセージ
に応答して、ＨＮＢをサーチおよび測定することを含む実施形態１２３～１６７のいずれ
か１つに記載の方法。
【０２７４】
　１６９．測定は、ＨＮＢのＰＳＣを含む受信信号のチャネル品質を評価することを含む
実施形態１２３～１６８のいずれか１つに記載の方法。
【０２７５】
　１７０．接続モードハンドオーバ判定の実行は、ＰＳＣを含む受信信号のチャネル品質
が閾値を上回るという条件において、サーチを開始することを含む実施形態１２３～１６
９のいずれか１つに記載の方法。
【０２７６】
　１７１．測定は、単一の測定を実行することを含む実施形態１２３～１７０のいずれか
１つに記載の方法。
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【０２７７】
　１７２．測定は、ある期間にわたって測定を実行することを含む実施形態１２３～１７
１のいずれか１つに記載の方法。
【０２７８】
　１７３．ＷＴＲＵは、ＤＲＸ（不連続受信）のために構成される実施形態１２３～１７
２のいずれか１つに記載の方法。
【０２７９】
　１７４．タイマの満了に応答して、接続モードハンドオーバ判定の実行を停止するステ
ップをさらに含む実施形態１２３～１７３のいずれか１つに記載の方法。
【０２８０】
　１７５．測定報告は、自律的サーチの開始を示す実施形態１２３～１７４のいずれか１
つに記載の方法。
【０２８１】
　１７６．測定報告は、近接性表示を含む実施形態１２３～１７５のいずれか１つに記載
の方法。
【０２８２】
　１７７．接続モードハンドオーバ判定の実行は、優先順位を評価することを含む実施形
態１２３～１７６のいずれか１つに記載の方法。
【０２８３】
　１７８．優先順位は、周波数に関連する実施形態１２３～１７７のいずれか１つに記載
の方法。
【０２８４】
　１７９．優先順位は、ＲＡＴに関連する実施形態１２３～１７８のいずれか１つに記載
の方法。
【０２８５】
　１８０．優先順位は、ＣＳＧに関連する実施形態１２３～１７９のいずれか１つに記載
の方法。
【０２８６】
　１８１．優先順位は、ＨＮＢに関連する実施形態１２３～１８０のいずれか１つに記載
の方法。
【０２８７】
　１８２．情報は優先順位を含む実施形態１２３～１８１のいずれか１つに記載の方法。
【０２８８】
　１８３．接続モードハンドオーバ判定の実行は、参照ＨＮＢに基づいて、ＨＮＢを評価
することを含む実施形態１２３～１８２のいずれか１つに記載の方法。
【０２８９】
　１８４．開始は、所定の期間中に実行される実施形態１２３～１８３のいずれか１つに
記載の方法。
【０２９０】
　１８５．所定の期間は、ネットワーク設定タイマおよびオフセットに基づく実施形態１
２３～１８４のいずれか１つに記載の方法。
【０２９１】
　１８６．開始は、所定の期間中にフィンガプリントマッチが検証されたという条件にお
いて実行される実施形態１２３～１８５のいずれか１つに記載の方法。
【０２９２】
　１８７．開始は、所定の期間にわたってＷＴＲＵがマクロセルに接続されているという
条件において実行される実施形態１２３～１８６のいずれか１つに記載の方法。
【０２９３】
　１８８．フィンガプリントのリストを生成するステップをさらに含む実施形態１２３～
１８７のいずれか１つに記載の方法。
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【０２９４】
　上記では特徴および要素が特定の組み合わせで説明されたが、各特徴または要素は、他
の特徴および要素を伴わずに単独で使用することができ、他の特徴および要素を伴って若
しくは伴わずに様々な組み合わせで使用することができる。本明細書で提供された方法ま
たはフローチャートは、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行するための、コ
ンピュータプログラミング、ソフトウェア、またはコンピュータ可読記憶媒体に組み込ま
れたファームウェアで実施することができる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、ＲＯＭ
、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクお
よび着脱可能ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、並びにＣＤ－ＲＯＭディスクおよび
ＤＶＤなどの光媒体を含む。
【０２９５】
　適切なプロセッサは、例えば、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、
ＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する
１つ若しくは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩ
Ｃ（特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）回路
、他の任意のタイプのＩＣ（集積回路）、および／または状態機械を含む。
【０２９６】
　ソフトウェアと連携するプロセッサは、ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）、ＵＥ
（ユーザ機器）、端末、基地局、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）、または任意
のホストコンピュータにおいて使用する、無線周波数トランシーバを実施するために使用
することができる。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピー
カフォン、バイブレーションデバイス、スピーカ、マイクロフォン、テレビトランシーバ
、ハンズフリーヘッドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール
、ＦＭ（周波数変調）ラジオユニット、ＬＣＤ（液晶表示）ディスプレイユニット、ＯＬ
ＥＤ（有機発光ダイオード）ディスプレイユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプ
レーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／またはＷ
ＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネットワーク）若しくはＵＷＢ（超広帯域）モジュー
ルなど、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実施されるモジュールと併せて使用
することができる。
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